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日
本
の
選
挙
制
度
は
、
１
０
０
年

以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
明
治
23
年
に

日
本
初
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
時
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
た
人
は
、

25
歳
以
上
の
男
子
で
高
額
納
税
者
だ

け
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
3
年
に
納
税
要
件

が
廃
止
さ
れ
、
昭
和
21
年
に
20
歳
以

上
の
男
女
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
に

は
、
70
年
ぶ
り
に
選
挙
年
齢
が
変
更

さ
れ
、18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
公
平
な
選
挙
を
確
保
す
る
た
め
、

現
在
の
日
本
の
選
挙
制
度
に
は
、
次

の
よ
う
な
原
則
が
あ
り
ま
す
。

①
普
通
選
挙

　�

18
歳
に
な
っ
た
全
国
民
は
選
挙
権

を
持
ち
ま
す
。

②�

平
等
選
挙

　�

全
員
が
1
票
を
持
ち
、
男
女
の
別

や
財
産
の
有
無
に
よ
る
差
別
は
あ

り
ま
せ
ん
。

③
秘
密
選
挙

　�

誰
が
誰
に
投
票
し
た
か
分
か
ら
な

い
よ
う
な
方
法
で
行
わ
れ
ま
す
。

④
自
由
選
挙

　

�

誰
に
も
邪
魔
さ
れ
ず
、
自
分
の
考

え
に
よ
っ
て
投
票
で
き
ま
す
。

⑤
直
接
選
挙

　

�

投
票
す
る
人
が
直
接
、
自
分
た
ち

の
代
表
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

歴 

史
の
あ
る
選
挙
制
度総務課

渡辺�主事

　
近
年
、
全
国
的
に
投
票
率
の
低
下

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
12
月
の
衆
議
院
議
員
選

挙
で
は
、
投
票
率
が
52
・
66
％
と
過

去
最
低
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
阿
賀
野
市
で
も
同
様
の
傾
向
を
示

し
て
お
り
、
今
年
の
4
月
に
行
わ
れ

た
阿
賀
野
市
長
選
挙
で
は
、
投
票
率

が
54
・
71
％
と
市
長
選
で
過
去
最

低
の
投
票
率
と
な
り
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
、
約
2
人
に
1
人
し
か
投
票
に

行
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
8
月
、
公
益
財
団
法
人

明
る
い
選
挙
推
進
協
会
が
「
第
47
回

衆
議
院
議
員
総
選
挙
全
国
意
識
調

査
」（
平
成
26
年
12
月
の
衆
議
院
選

挙
）
の
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
年
代
別
の
投
票
率
（
グ
ラ
フ
1
）

を
見
る
と
、
若
い
世
代
の
投
票
率
の

低
さ
が
目
立
ち
ま
す
。
最
も
低
い
20

代
前
半
の
投
票
率
は
30
％
弱
で
、
約

3
人
に
1
人
し
か
投
票
に
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、年
代
別
政
治
関
心
度（
グ

ラ
フ
2
）
を
見
る
と
、
20
代
の
59
％

が
「
政
治
に
対
し
て
何
ら
か
の
関
心

を
持
っ
て
い
る
」
と
答
え
て
お
り
、

「
若
者
は
政
治
に
無
関
心
」
と
い
う

言
葉
は
当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
。

　
若
い
世
代
の
投
票
率
が
低
い
ま
ま

で
は
、
若
者
の
意
見
が
政
治
に
反
映

さ
れ
に
く
い
社
会
に
な
っ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

～
18
歳
選
挙
権
と
選
挙
制
度
～

さ
ぁ 

選
挙
に
行
こ
う

投票率を調べてみた

投票には行かない

けど、政治に関心

がある 20代も多く

いるんですね。

5 月 4 日に行われた成人式での選挙啓発

　

年
齢
以
外
の
制
限
が
な

い
選
挙
制
度
が
確
立
し
て

70
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

選
挙
は
民
主
主
義
を
支

え
る
大
切
な
制
度
で
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
若

い
世
代
の
低
い
投
票
率
や

選
挙
年
齢
の
引
き
下
げ
、

選
挙
違
反
な
ど
、
選
挙
制

度
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

ま
す
。

全 

国
的
に
下
が
り

　
　
　

 

続
け
る
投
票
率

若 

い
世
代
ほ
ど

　
　
　
　

 

低
い
投
票
率

グラフ 1　年代別衆議院議員選挙投票率（％）

（歳）

全体：52.66％

グラフ 2　年代別政治関心度

　

外
国
か
ら
で
も

　
　

投
票
で
き
る
？

　「
在
外
投
票
」
と
い
っ
て
、
衆
議

院
議
員
選
挙
・
参
議
院
議
員
選
挙
の

国
政
選
挙
に
限
り
、
郵
便
投
票
、
在

外
公
館
（
大
使
館
・
領
事
館
な
ど
）

で
投
票
で
き
ま
す
。

　
他
に
も
、
南
極
大
陸
か
ら
投
票
す

る
「
南
極
投
票
」
や
国
外
を
航
行
す

る
船
舶
か
ら
投
票
す
る「
洋
上
投
票
」

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
を
使
っ
て
投
票
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
投
票
も
、
事
前
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

選挙雑学 1

（全国）
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2
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
た
と
お
り

昨
年
、
選
挙
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
改

正
に
よ
り
高
校
生
で
も
投
票
で
き
る

人
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
選
挙
年
齢
引
き
下
げ
の
狙
い
は
、

将
来
を
担
う
若
い
世
代
に
選
挙
や
政

治
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
も
ら

い
、
若
い
世
代
の
意
見
を
よ
り
政
治

に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
国
立
国
会
図
書
館
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
世
界
の
9
割
以
上
の
国
が
選
挙

権
を
18
歳
ま
で
に
与
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
選
挙
年
齢
引
き
下
げ
は
、
こ

う
し
た
世
界
的
な
流
れ
に
沿
う
も
の

で
も
あ
り
ま
す
。

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
選
挙

に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う

と
、
市
内
の
小
中
学
校
で
行
わ
れ
る

児
童
会
・
生
徒
会
の
選
挙
で
本
物
の

記
載
台
・
投
票
箱
を
貸
し
出
し
た
り
、

中
学
生
や
高
校
生
を
対
象
に
選
挙
に

つ
い
て
の
学
習
会
を
開
催
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

選 

挙
年
齢
が
18
歳
に

 

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

18 歳から投票できる

私も 18 歳になり、投票できるよう

になりました。未来を創るため、7

月の参議院議員選挙には必ず投票

に行きます !

知らないうちに選挙

違反になることもあ

るので、気を付けて !

　
選
挙
で
は
、
候
補
者
や
政
党
が
そ

れ
ぞ
れ
の
主
張
や
方
針
を
訴
え
る
た

め
に
選
挙
運
動
を
行
い
ま
す
。

　
有
権
者
に
と
っ
て
選
挙
運
動
は
、

候
補
者
・
政
党
の
主
張
や
方
針
な
ど

を
知
る
上
で
重
要
な
判
断
材
料
と
な

り
ま
す
。

　
し
か
し
、
無
制
限
に
選
挙
運
動
の

自
由
を
認
め
る
と
、
候
補
者
の
経
済

力
な
ど
に
よ
っ
て
不
公
平
が
生
じ
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
選
挙
運
動
に
は
一
定

の
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
、
違
反
者
に

は
厳
し
い
罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　「
違
反
の
つ
も
り
は
な
か
っ
た
の

に
…
」
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

の
で
、
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
選
挙
年
齢
引
き
下
げ
に
伴
い
、
18

歳
か
ら
選
挙
運
動
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、18
歳
未
満
の
人
は
依
然
、

選
挙
運
動
が
で
き
ま
せ
ん
。
高
校
の

同
級
生
や
友
達
で
も
、
選
挙
運
動
が

で
き
る
人
と
、
で
き
な
い
人
が
い
る

の
で
、
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

選 

挙
運
動
に
も

ル
ー
ル
が
あ
る

気を付けよう選挙違反 !

18
歳
の
誕
生
日
前
で

も
投
票
で
き
る
!?

　
18
歳
の
誕
生
日
前
で
も
投
票
で
き

る
人
が
い
ま
す
。

　
法
律
上
で
は
誕
生
日
の
前
日
に
年

齢
が
上
が
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
投
票
日
が
7
月
10
日
で

18
歳
の
誕
生
日
が
7
月
11
日
の
人
の

場
合
は
、
法
律
で
7
月
10
日
に
18
歳

に
な
り
ま
す
の
で
、
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
が
、
1
学

年
上
に
な
る
の
と
同
じ
で
す
ね
。

選挙雑学 2

選挙講習会での模擬投票

笹神中学校での選挙を題材とした授業

阿賀野高校 3年生の選挙講習会

18 

歳
未
満
は

選
挙
運
動
が
で
き
ま
せ
ん

選挙で違反となるのは？
違反とならない 違反となる

・�友人や知人に直接、候補者

への投票や応援を依頼する。

・�電話を使って、候補者への

投票や応援を依頼する。

・�選挙運動のメッセージをホ

ームページやブログなどに

書き込む。

・�選挙運動のメッセージを

SNS（フェイスブックやツ

イッター）などに投稿する。

・�候補者の書き込みにツイー

トする。

・�候補者の個人演説会に参加

する。

・�現金や商品券などをもらっ

たり、あげたりする。

・食事やお酒などの接待を受

けたり、接待したりする。

・�携帯電話やパソコンなどで

電子メールを使った選挙運

動をする。（候補者・政党は可）

・�選挙運動期間外の選挙運動

・�選挙戦が始まる前に投票の

依頼などをする。

・�各家庭を訪れて投票を依頼

する。

・�選挙ポスターにいたずら書

きをする。

市 

選
挙
管
理
委
員
会
の

　
　
　
　
　

 

取
り
組
み

パソコン、携帯電話、スマー
トフォンなどの電子メールに
よる投票依頼はダメ！

飲食などの接待を受けては
ダメ！
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４
月
17
日
に
行
わ
れ
た
阿
賀
野
市

長
選
挙
の
開
票
作
業
に
参
加
し
た
大

学
生
・
小
島
裕
輝
さ
ん
に
、
選
挙
に

つ
い
て
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

―
今
回
、
開
票
作
業
に
従
事
し
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

小
島
―
子
供
向
け
イ
ベ
ン
ト
「
青
空

童ど
う

夢む

」
の
企
画
・
運
営
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
す
る

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ユ
ー
ス
」
の
活

動
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一

環
と
し
て
、
開
票
作
業
に
参
加
し
ま

し
た
。

―
開
票
作
業
で
は
ど
ん
な
作
業
を
行

い
ま
し
た
か
？

小
島
―
開
票
所
の
設
営
や
投
票
箱
の

受
領
・
運
搬
、
残
っ
た
投
票
用
紙
の

枚
数
確
認
、
査
票
（
投
票
用
紙
を
開

い
て
候
補
者
ご
と
に
仕
分
け
る
作

業
）
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

―
実
際
に
開
票
作
業
を
し
て
み
て
い

か
が
で
し
た
か
？

小
島
―
査
票
は
単
純
な
作
業
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
判

断
に
迷
う
票
も
あ
り
ま
し
た
。
会
場

に
は
緊
張
感
が
張
り
つ
め
て
い
て
、

自
分
に
と
っ
て
良
い
経
験
と
な
り
ま

し
た
。

―
選
挙
に
関
す
る
認
識
は
変
わ
り
ま

し
た
か
？

小
島
―
こ
れ
ま
で
選
挙
に
あ
ま
り
関

心
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回

選
挙
の
裏
舞
台
を
経
験
し
た
結
果
、

身
近
な
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
市
長
選
挙
の
投
票
率

が
低
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
後
も

積
極
的
に
選
挙
に
参
加
し
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。機
会
が
あ
れ
ば
、

も
う
一
度
開
票
作
業
に
参
加
し
て
み

た
い
で
す
ね
（
笑
）

■
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
若
者

か
ら
選
挙
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
、開
票
作
業
の
従
事
者
（
20
代
）

を
募
集
し
ま
す
。（
4
千
円
／
回
）

　
興
味
の
あ
る
人
は
、
市
選
挙
管
理

委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開 

票
作
業
は

　
　
　

 

選
挙
の
裏
舞
台

　
私
た
ち
の
生
活
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

と
こ
ろ
で
政
治
と
密
接
に
関
わ
っ
て

い
ま
す
。

　
政
治
に
無
関
心
な
人
で
も
、
政
治

と
無
関
係
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
日
本
で
は
、
議
会
制
民
主
主
義
の

考
え
方
を
採
用
し
て
い
ま
す
の
で
、

選
挙
で
代
表
者
を
選
ぶ
こ
と
は
、
私

た
ち
が
政
治
に
参
加
す
る
最
も
大
切

な
手
段
の
1
つ
で
す
。
18
歳
・
19
歳

を
含
め
た
全
て
の
世
代
の
人
が
投
票

に
よ
っ
て
政
治
に
参
加
し
、
自
分
た

ち
の
声
を
政
治
に
届
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　
7
月
に
は
参
議
院
議
員
選
挙
、
10

月
に
は
新
潟
県
知
事
選
挙
、
阿
賀
野

市
議
会
議
員
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
の
将
来
を
有
権
者
が
自

ら
選
択
し
、
同
時
に
そ
の
選
択
に
対

し
責
任
を
分
か
ち
合
え
る
社
会
を
目

指
し
て
選
挙
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

あ 

な
た
の
一
票
が

　

 
日
本
の
未
来
を
創
る

■
問
い
合
わ
せ

市
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　 （
内
線
２
４
０
１
）

※
過
去
の
選
挙
結
果
や
投
開
票
の
情

報
を
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
阿
賀

野
市
　
選
挙
」
で
検
索
）
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
票
に
参
加
し
て
み
た

新潟経営大学 4年

小島　裕
ゆ う

輝
き

さん

（熊居新田）

候補者で同じ姓の人が

　　 いたらどうなるの ?
　例えば、「佐藤太郎」、「佐藤花子」とい

う候補者がいた場合、姓の「佐藤」だけの

票は、半分ずつになると思われがちです。

　実際は、候補者それぞれの「得票率」で

配分されます。佐藤太郎さんが佐藤花子さ

んの 2 倍の票を得たとすると、票の配分は

太郎さん 0.666 票、花子さん 0.333 票とな

ります。

選挙雑学 4

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
選
挙

ご
と
に
31
か
所
の
投
票
所
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
投
票
時
間
は
、
午
前
7
時

か
ら
午
後
8
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
各
自
投
票
所
が
決
め
ら
れ
て
い

て
、
選
挙
が
始
ま
る
前
、
各
世
帯
に

郵
送
さ
れ
る
「
選
挙
入
場
券
」
に
自

分
の
投
票
所
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行

な
ど
で
投
票
に
行
け
な
い
人
が
投
票

で
き
る
「
期
日
前
投
票
所
」
を
市
役

所
の
ほ
か
、
各
支
所
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
期
日
前
投
票
所
の
投
票
時
間

は
、
投
票
日
を
除
く
午
前
8
時
30
分

か
ら
午
後
8
時
ま
で
で
す
。

　
投
票
所
に
持
っ
て
い
く
も
の
は
、

選
挙
入
場
券
だ
け
で
す
。「
選
挙
入

場
券
を
紛
失
し
た
」
と
の
問
い
合
わ

せ
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
本
人
の
確

認
が
で
き
れ
ば
選
挙
入
場
券
が
な
く

て
も
投
票
で
き
ま
す
。

投 

票
所
っ
て

　
　
　

 

ど
ん
な
と
こ
ろ

投票所に行ってみよう

投
票
用
紙
は

 

「
紙
」
じ
ゃ
な
い
!?

　
投
票
用
紙
と
い
う
と
「
紙
」
だ
と
思

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
ポ
リ
プ
ロ

ピ
レ
ン
」
と
い
う
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

似
た
素
材
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
紙
よ
り
も
強
度
が
あ
り

破
れ
な
い
ほ
か
、弾
力
が
あ
る
た
め
、

投
票
箱
に
入
れ
る
と
自
然
に
開
き
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
開
票
作
業
の
効

率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
実
際
に
投
票
に
行
っ
て
触
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
普
通
の
紙
よ
り
少
し

ツ
ル
ツ
ル
し
て
い
ま
す
よ
。

阿賀野市長選挙の開票作業

 
○投票箱

2か所施錠され、厳重

に管理されています。

 

○記載台

候補者名を記載する台です。候補

者の氏名が掲示されています。

 

○投票立会人（2人）

投票が公正に行われているか監視しま

す。投票区の有権者の中から市選挙管

理委員会が選任します。選挙ごとに公

募もしています。（10,700 円／日）
 

○投票管理者（1人）

投票をする人の確認や代理投票の

可否などを行う投票所の総括者で

す。投票区の有権者の中から市選

挙管理委員会が選任します。

 ○投票事務従事者

受付や選挙人名簿の確認、投票用紙の

交付を行います。主に市職員の中から

市選挙管理委員会が選任します。

選挙雑学 3
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4
月
中
旬
、
熊
本
県
で
発
生
し
た

阪
神
淡
路
大
震
災
級
と
い
わ
れ
る
地

震
に
よ
り
、
九
州
の
広
範
囲
に
わ
た

り
甚
大
な
被
害
が
出
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
こ
の
震
災
に

よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々

に
は
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆

さ
ま
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
被
災
地
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
一
日
も
早
く
復
旧
・
復
興
が

な
さ
れ
る
よ
う
お
祈
り
す
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、

こ
の
た
び
の
震
災
に
際
し
ま
し
て
、

日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
た
災
害
義
援

金
に
温
か
い
ご
厚
志
を
い
た
だ
き
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
4
月
17
日
に
執
行
さ
れ
ま

し
た
阿
賀
野
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
信
託
を
い
た

だ
き
、
引
き
続
き
、
市
政
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
私
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
温
か
い
ご

支
援
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
生
活

を
守
っ
て
い
く
使
命
と
そ
の
責
任
の

重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
私
は
、
初
心
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か

ら
も
市
民
の
皆
さ
ま
と
向
き
合
い
、

幸
せ
が
伝
わ
る
市
政
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
、
阿
賀
野
市

の
発
展
と
市
民
生
活
の
向
上
の
た

め
、「
地
方
創
生
」
に
果
敢
に
取
り

組
み
、
覚
悟
を
持
っ
て
市
政
運
営
に

当
た
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
、
市
政
を
担
う
に
当
た
り
ま

し
て
「
阿
賀
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
で
掲
げ
ま
し

た
4
つ
の
基
本
目
標
の
実
現
に
引
き

続
き
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

① 

子
育
て
環
境
日
本
一
の
ま
ち
づ
く

り

②
健
康
寿
命
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り

③
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現

④
地
域
経
済
の
活
性
化

　
市
民
の
信
頼
な
く
し
て
行
政
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
行
政
と
市
民
の
力
が
重
な
れ
ば
地

域
の
力
に
な
り
、
こ
れ
を
拡
大
す
れ

ば
「
地
域
の
活
力
」
に
な
り
ま
す
。

　
私
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
実
問
題
か

ら
目
を
背
け
ず
、
市
民
と
の
合
意
形

成
を
図
り
な
が
ら
、
今
の
時
代
、
そ

し
て
次
の
時
代
の
た
め
に
、
責
任
感

と
使
命
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
行
政
と
議
会
の
関

係
は
透
明
性
の
確
保
と
緊
張
関
係
を

維
持
し
な
が
ら
も
、
対
話
を
通
じ
て

確
固
と
し
た
信
頼
関
係
を
築
く
と
と

も
に
、
私
を
は
じ
め
職
員
一
同
、
一

生
懸
命
汗
を
流
し
て
、市
民
と
の「
対

話
」
に
よ
り
「
共
感
」
が
得
ら
れ
る

市
政
運
営
を
行
い
、「
み
ん
な 

当
た

り
前
に 

笑
顔
に
な
れ
る
ま
ち
」
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
市
民
の
暮
ら
し
を
希
望

と
活
力
に
満
ち
た
も
の
に
変
え
て
、

子
ど
も
た
ち
に
明
る
い
未
来
を
つ

く
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
市
政
運
営
に
対
し
、
一
層
の
ご

意
見
、
ご
提
言
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

対
話
と
共
感

■ 

4
つ
の
基
本
目
標

就任のあいさつ
阿賀野市長　田 中　清 善

教
育
長
に
岩
村
弘
一
氏
が
再
任

　
阿
賀
野
市
教
育
長
に
岩
村
弘
一

氏
を
再
任
す
る
こ
と
が
市
議
会
3

月
定
例
会
で
同
意
さ
れ
、
5
月
20

日
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
市
教
育
委
員
会

が
教
育
委
員
の
中
か
ら
教
育
長
を

任
命
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
4

月
1
日
に
「
地
方
教
育
行
政
の
組

織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」（
地

方
教
育
行
政
法
）
が
改
正
さ
れ
、

市
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
教
育

長
を
任
命
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
教
育
長
の
任
期
は
、
平
成
28
年

5
月
22
日
か
ら
3
年
間
で
す
。

　教育行政の責任体制を明確にするため、

教育委員長と教育長を一本化した新たな責

任者として教育長が置かれることになりま

した。

以
前
の
制
度

新
し
い
制
度

議会
市教育委員会

委員委員長

教育長

市教育委員会が任命

市長

教育委員（5人）

を任命

同
意

議会
市教育委員会

委員教育長市長

教育長と教育

委員（4人）を

任命

同
意

■
終
わ
り
に

■
幸
せ
が
伝
わ
る

　
市
政
を

■
は
じ
め
に

選
挙
後
の
初
登
庁
で
職
員
か
ら
花
束
を

受
け
取
る
。

五
十
嵐
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
市
長
選

挙
の
当
選
証
書
の
交
付
を
受
け
る
。

▲ ▲

泉田県知事に市長就任のあいさつをするため県庁を訪問

新教育委員会制度の概要



■トピックス ■トピックス

11 平成 28 年 6 月号

■トピックス■トピックス

　
平
成
28
年
度
阿
賀
野
市
成
人
式
が

5
月
4
日
、
水
原
総
合
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
３
６
２
人
が
出
席

し
、新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
旧
友
と
の
久
々
の
再

会
に
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
、
記
念
撮

影
を
し
た
り
、
思
い
出
話
を
し
た
り

し
て
、
ど
の
新
成
人
も
晴
れ
や
か
な

表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、

小
林
奈
央
さ
ん
・
長
谷
川
司
さ
ん
が

「
こ
の
成
人
式
を
節
目
に
、
一
層
阿

賀
野
市
民
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
、

将
来
に
大
き
な
夢
と
希
望
を
抱
き
、

健
康
に
留
意
し
て
歩
ん
で
い
く
こ
と

を
誓
い
ま
す
」
と
二
十
歳
の
誓
い
を

力
強
く
話
し
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
長
の
渡
邉
ひ
か
る
さ
ん

は
「
社
会
人
と
し
て
模
範
と
な
る
よ

う
心
掛
け
、
立
派
な
大
人
に
な
る
よ

う
努
力
を
し
、
若
さ
あ
ふ
れ
る
活
力

を
持
っ
て
新
し
い
時
代
を
切
り
開
い

て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。

司会進行
左：阿部遼太さん（下里）
右：髙橋祐実さん（寺社）

誓いの言葉
左：小林奈央さん（五郎巻）
右：長谷川司さん（上高田）

実行委員長
渡邉ひかるさん（川岡）

祝電披露
石川葵さん（水ケ曽根）

 

未
来
に
向
け
て
の

　
　
　 

新
た
な
一
歩

  

平
成
28
年
度

 
阿
賀
野
市
成
人
式

  

平
成
28
年
度

 
阿
賀
野
市
成
人
式

　
5
月
20
日
、
五
頭
温
泉
郷
が
全
国

で
93
番
目
と
な
る
国
民
保
養
温
泉
地

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
民
保
養
温
泉
地
と
は
、
温
泉
の

公
共
的
利
用
増
進
の
た
め
、
温
泉
利

用
の
効
果
が
十
分
期
待
さ
れ
、か
つ
、

健
全
な
保
養
地
と
し
て
活
用
さ
れ
る

温
泉
地
を
「
温
泉
法
」
に
基
づ
き
、

環
境
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
で
す
。

　
五
頭
温
泉
郷
は
、
健
康
に
良
い
と

さ
れ
る
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
が
特
徴
で
、

多
く
の
人
が
訪
れ
る
温
泉
地
で
す
。

　
平
成
26
年
～
27
年
に
か
け
て
行
わ

れ
た
「
第
4
回
新
潟
県
観
光
地
満
足

度
調
査
」
で
は
、
第
2
回
、
第
3
回

の
調
査
に
続
き
、
3
回
連
続
で
総
合

満
足
度
が
第
1
位
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
医
療
機
関
や
地
域
農
業
と

の
連
携
を
よ
り
強
化
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
適
正
な
温
泉
利
用
や
健

康
管
理
に
つ
い
て
の
指
導
、
地
域
食

材
を
用
い
た
薬
膳
等
の
健
康
食
開
発

な
ど
、
来
訪
者
の
健
康
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
き
ま
す
。

国
民
保
養
温
泉
地

五
頭
温
泉
郷
（
出
湯
温
泉
・
今
板
温
泉
・
村
杉
温
泉
）
が

国
民
保
養
温
泉
地
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課 

観
光
係

　

☎
62
‐
２
５
１
０

　

（
内
線
２
３
４
３
）

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
係

　

☎
63
‐
８
０
１
９

五頭温泉郷の一つ、村杉温泉にある共同露天風呂

■
待
望
の
指
定

■
五
頭
温
泉
郷
の
こ
れ
か
ら

■
満
足
度
調
査
で
も
第
1
位
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昔
語
り
の
会

▼
日
時
＝
6
月
19
日
（
日
）
午
前
11
時

～
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
農
家
の
居
間
」

▼
定
員
＝
35
人
▼
入
場
料
＝
無
料

▼
語
り
手
＝
あ
が
の
お
話
の
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

お
知
ら
せ

新
婚
生
活
支
援
事
業

あ
な
た
も
結
婚
へ

踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
、
経
済
的
理
由
で
結
婚
に
踏

み
出
せ
な
い
若
い
世
代
を
応
援
す
る
た

め
、
新
婚
生
活
の
経
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
次
の
全
て
に
該
当
す
る
夫

婦・�

5
月
1
日
以
降
に
婚
姻

・�

4
月
1
日
以
降
に
市
内
の
現
住
所
へ

転
入
ま
た
は
転
居

・�

4
月
1
日
時
点
で
夫
婦
共
に
30
歳
未

満
・�

平
成
27
年
中
に
お
け
る
夫
婦
所
得
合

計
額
が
３
０
０
万
円
未
満
。
た
だ
し
、

次
の
場
合
は
、
各
計
算
方
法
に
よ
り

算
出
し
た
額

①�

婚
姻
を
機
に
夫
婦
の
双
方
ま
た
は
一

方
が
離
職
・
転
職
し
た
場
合
…
最
後

に
離
職
・
転
職
し
た
翌
月
の
夫
婦
所

得
合
計
額
×
12
か
月

②�

貸
与
型
奨
学
金
の
返
済
を
行
っ
て
い

る
場
合
…
夫
婦
所
得
合
計
額
（
①
に

該
当
す
る
場
合
は
①
の
額
）
か
ら
奨

学
金
年
間
返
済
額
を
控
除
し
た
額

・�

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

▼
対
象
経
費

・�

民
間
賃
貸
住
宅
の
敷
金
・
礼
金
・
仲

介
手
数
料
（
上
限
10
万
円
）

・�

引
っ
越
し
業
者
ま
た
は
運
送
業
者
へ

の
支
払
い
（
上
限
5
万
円
）

▼
申
込
方
法
＝
所
定
の
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
の
上
、
必
要
書
類

を
添
え
て
市
役
所
2
階
市
長
政
策
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
等
は
市

長
政
策
課
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

▼
そ
の
他
＝
申
請
額
が
予
算
額
に
達
し

た
場
合
は
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
長
政

策
課�

企
画
経
営
係
（
内
線
２
２
２
１
）

空
き
地
の
適
正
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

　

所
有
（
管
理
）
す
る
土
地
に
雑
草
や

樹
木
が
繁
茂
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

空
き
地
な
ど
に
草
木
が
繁
茂
す
る

と
、
害
虫
の
発
生
や
不
法
投
棄
誘
発
の

原
因
と
な
る
た
め
、
生
活
環
境
が
悪
化

し
、
周
囲
に
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

◎�

空
き
地
は
、
所
有
（
管
理
）
者
が
適

正
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

　

特
に
雑
草
は
、
梅
雨
の
時
期
に
成
長

の
勢
い
が
増
し
、
秋
ま
で
成
長
を
続
け

ま
す
。
空
き
地
な
ど
の
所
有
（
管
理
）

者
は
、
草
木
の
種
類
や
成
長
に
応
じ

て
、
ご
自
身
ま
た
は
業
者
な
ど
に
依
頼

し
て
、
定
期
的
に
草
刈
り
や
剪せ

ん

定て
い

作
業

な
ど
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

刈
り
取
っ
た
草
木
の
処
理
方
法
や
依

頼
す
る
業
者
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
生
活
課�

環
境

係
（
内
線
２
１
０
６
・
２
１
０
８
）

松
く
い
虫
航
空
防
除
（
空

中
散
布
）
を
実
施
し
ま
す

　
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
か
ら
松
の
木

を
守
る
た
め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

薬
剤
散
布
を
実
施
し
ま
す
。

　

散
布
当
日
に
お
け
る
野
外
作
業
な
ど

は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
散
布
当
日
か

ら
2
週
間
程
度
は
、
散
布
区
域
へ
の
入

山
や
山
菜
等
の
採
取
は
避
け
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
6
月
14
日
（
火
）
午
前
4
時

30
分
～
7
時
ご
ろ

※�

当
日
の
天
候
・
気
象
条
件
等
に
よ
り

日
程
・
時
間
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▼
散
布
区
域
＝
笹
神
五
頭
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
周
辺
（
約
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
笹
神
五
頭
ゴ
ル
フ
倶

楽
部�

管
理
部　

☎
62
‐
１
７
８
０

　市民対話集会は、市長が自治会や地域にお伺い

し、市民の皆さんの意見や提言などをお聴きする

ものです。直接対話を行いながら、市民の皆さん

の意見等を市政に反映させていくことを目的とし

ています。

　市民対話集会の開催を希望する場合は、会場と

テーマを決定し、事前に申し込みください。

■�対象＝自治会、市内の団体等

※�政治・宗教活動や営利活動を目的としない団体

等に限ります。

※当日の参加者は、おおむね 10 人以上とします。

■�開催時期＝通年（年末年始を除く）で、所要時

間は 1時間 30 分程度とします。

■�テーマ＝市政全般に関わるものとします。

※�要望会ではありません。市政全般について語り

合う場とします。

■会場＝市内の公共施設・自治会集会施設等

※�開催を希望する団体等で会場の確保をお願いし

ます。使用料が必要な場合は、団体で負担して

ください。

■�申込方法＝開催を希望する日の１か月前までに

「市民対話集会申込書」を市民協働推進課へ提出

してください。申込書は市役所 2階市民協働推

進課にあるほか、市ホームページからもダウン

ロードできます。

※�市長の公務等により希望する日時に沿えない場

合があります。あらかじめご了承ください。

■申し込み・問い合わせ

　市民協働推進課�市民協働推進係

　☎ 61-2483（直通）

　Ⓕ 62-0281
　 shiminkyodo@city.agano.niigata.jp

市長と語ろう！　市民対話集会

２
０
１
６

や
す
だ
瓦
ロ
ー
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

1
万
枚
も
の
瓦
の
装
飾
や
数
々
の
瓦

ア
ー
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
瓦
の
面
白

い
活
用
法
や
新
製
品
も
紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
6
月
5
日
（
日
）
午
前
10
時

～
午
後
4
時
▼
会
場
＝
や
す
だ
瓦
ロ
ー

ド
（
庵
地
地
内
）
▼
内
容
＝
鬼
瓦
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
、
瓦
工
場
見
学
、
軽

飲
食
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
瓦
創
作
遊

び
、
地
元
企
業
の
出
店
等

▼
問
い
合
わ
せ
＝
安
田
瓦
協
同
組
合　

☎
68
‐
２
１
１
２

ま
ち
づ
く
り
塾
を

開
催
し
ま
す

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
気
軽
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
「
塾
の
コ
ン
ビ
ニ
」

の
一
環
と
し
て
、
毎
回
多
彩
な
講
師
を

迎
え
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
み
ん
な

で
話
し
合
う
「
ま
ち
づ
く
り
塾
」
を
開

催
し
ま
す
。
講
演
の
後
に
は
和
気
あ
い

あ
い
と
講
師
を
囲
み
、
仲
間
づ
く
り
を

通
し
て
豊
か
な
阿
賀
野
市
を
考
え
ま
す
。

▼
日
時
＝
6
月
17
日
（
金
）
午
後
6
時

30
分
～
9
時
※
毎
月
第
3
金
曜
に
開
催

▼
会
場
＝
天
朝
山
文
化
交
流
の
家

▼
演
題
＝
「“
瓢
湖
”
白
鳥
に
愛
さ
れ
る

理
由
」
▼
内
容
＝
白
鳥
（
野
鳥
）
の
聖

地
「
瓢
湖
」。
日
本
で
初
め
て
餌
付
け
に

成
功
し
た
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
市
民
と
し
て

語
り
継
ぎ
た
い
歴
史
と
ド
ラ
マ
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。
▼
講
師
＝
佐
藤
巌

氏
（
瓢
湖
の
白
鳥
を
守
る
会
事
務
局
長
）

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
持
ち
物
＝
飲
み
物

　
　
　

�

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
50

ポ
イ
ン
ト
。
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
参

加
の
際
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
生
涯
学
習
課

水
原
公
民
館

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
案
内

◎�

あ
が
の
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
の
会
＆

新
潟
植
物
画
倶
楽
部
「
合
同
展
」

▼
期
間
＝
6
月
15
日（
水
）～
20
日（
月
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
最

終
日
は
正
午
ま
で
）

◎�

水
原
郷
絵
を
描
く
会「
第
53
回
作
品
展
」

▼
期
間
＝
6
月
21
日（
火
）～
26
日（
日
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
初

日
は
午
後
1
時
～
、
最
終
日
は
午
後
3

時
30
分
ま
で
）
▼
入
場
料
＝
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
公
民
館

催
　
　
し

宝
珠
温
泉

あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎�

歌
と
踊
り
の
発
表
会

▼
日
時
＝
6
月
12
日
（
日
）
正
午
～

▼
出
演
＝
明
間
隆
雄
と
愉
快
な
仲
間
た

ち
（
寺
社
）

◎�

新
舞
踊
発
表

▼
日
時
＝
6
月
19
日
（
日
）
昼
12
時
30
分

～
▼
出
演
＝
扇
貴
美
社
中
（
南
安
野
町
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
宝
珠
温
泉�

あ
か
ま

つ
荘　

☎
68
‐
５
７
２
６

安 田 支 所  ☎ 68 ー 3000
農 業 委 員 会  ☎ 68 ー 3238
安田公民館・体育館  ☎ 68 ー 3006

京 ヶ 瀬 支 所  ☎ 67 ー 2111
市 立 図 書 館  ☎ 67 ー 2500

阿賀野市役所  ☎ 62 ー 2510
水原総合体育館  ☎ 62 ー 0656
水原公民館  ☎ 62 ー 2028
あ が の 市 民 病 院  ☎ 62 ー 2780
上 下 水 道 局  ☎ 62 ー 2159
消 防 本 部  ☎ 62 ー 2058

笹 神 支 所  ☎ 62 ー 4141
学 校 教 育 課  ☎ 62 ー 2790
生 涯 学 習 課  ☎ 62 ー 5322
笹 神 体 育 館  ☎ 61 ー 2111
ふれあい会館  ☎ 63 ー 8019     

お知らせお知らせ
主　

要　

連　

絡　

先

第35回　瓢湖あやめまつり　期間：6 月 11 日（土）～ 26 日（日）

《メーンイベント》　☆6月 19日（日）☆

　時間：午前 9時 30 分～午後 3時 30 分

　会場：瓢湖水きん公園野外ステージほか

　○水森かおりミニステージ（午後 3時～ 3時 30分）

　○�キャラクターショー、各種芸能発表

　○�お楽しみバザー、軽飲食・特産品・雑貨等の販売

　○�献血キャンペーン、食育・元気づくりコーナー

《水原文化協会小品展》

　日時：�6 月 11 日（土）～ 26日（日）午前 9時 30

分～午後4時 30分（最終日は午後4時まで）

　会場：白鳥の里、観察舎（新池）

《瓢湖あやめバンドフェスティバル》

　日時：6月 11 日（土）正午～午後 4時

　会場：瓢湖水きん公園野外ステージ

　　　　　

《こいのぼり大作戦》

　期間：6月 12 日（日）～ 19 日（日）

　会場：瓢湖あやめ園周辺

◎ 期間中は水原商工会女性部による花がら摘みを

実施します。

■�主催＝市観光協会

■�問い合わせ＝商工観光課 観光係(内線 2344・2345)

　※�まつり期間中の土曜・日曜は、瓢湖管理事務所へ

☎ 62-2690

～ 215 種類 50 万本の『あやめ』が、皆さんをお待ちしています ～
＜大噴水打ち上げ（土曜・日曜の午後 7 時～ 9 時）＞
＜ライトアップ（午後 6 時 30 分～ 9 時）＞
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守
ろ
う
！ 

電
波
の
ル
ー
ル

　

6
月
1
日
（
水
）
か
ら
10
日
（
金
）

ま
で
は
、
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓

発
強
化
期
間
で
す
。

　

公
共
の
電
波
を
正
し
く
使
用
す
る
た

め
に
、
電
波
法
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い

「
不
法
無
線
局
」
か
ら
発
射
さ
れ
る
不

法
な
電
波
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

の
受
信
障
害
や
、
消
防
・
救
急
、
航
空

な
ど
重
要
な
無
線
通
信
へ
の
混
信
・
妨

害
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
な
ど

に
よ
り
、
日
本
で
は
使
用
で
き
な
い
外

国
規
格
の
違
法
な
無
線
機
器
（
技
適

マ
ー
ク
が
付
い
て
い
な
い
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
な
ど
）
が
流
通
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
比
較
的
容
易
に
入
手
で
き
る
た

め
、
法
令
違
反
の
認
識
が
な
い
ま
ま
使

用
し
、混
信
・
妨
害
の
原
因
と
な
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
財
産
で
あ
る
電
波
の
良
好

な
利
用
環
境
を
守
る
た
め
、「
不
法
無

線
局
」
を
な
く
し
、
電
波
を
正
し
く
使

い
ま
し
ょ
う
。

　

電
波
に
関
す
る
こ
と
は
、
総
務
省
信

越
総
合
通
信
局
ま
で
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
（
無
料
）。

▼
問
い
合
わ
せ

○�

無
線
設
備
へ
の
混
信
・
妨
害
や
違
法

な
無
線
設
備
の
情
報
に
関
す
る
こ
と

　

監
視
調
査
課

　

☎
０
２
６
‐
２
３
４
‐
９
９
７
６

○�

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
放
送
の
受

信
障
害
に
関
す
る
こ
と

　

受
信
障
害
対
策
官

　

☎
０
２
６
‐
２
３
４
‐
９
９
９
１

○�

そ
の
他
、
情
報
通
信
の
行
政
相
談

に
関
す
る
こ
と

　

総
合
通
信
相
談
所

　

☎
０
２
６
‐
２
３
４
‐
９
９
６
１

物
干
し
竿
等
の
移
動
販
売

ト
ラ
ブ
ル
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

高
齢
者
や
女
性
に
と
っ
て
、
持
ち
運

び
に
く
い
物
干
し
竿
を
自
宅
前
で
販
売

し
て
く
れ
る
移
動
販
売
は
、
大
変
便
利

な
存
在
で
す
。

　

し
か
し
、
消
費
者
に
安
い
値
段
で
呼

び
掛
け
て
、
不
意
打
ち
的
に
高
額
な
代

金
を
請
求
し
た
り
、
契
約
書
面
等
を
交

付
し
な
か
っ
た
り
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の

説
明
を
し
な
か
っ
た
り
す
る
業
者
が
い

る
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

販
売
価
格
に
納
得
で
き
な
い
場
合

は
、
お
金
を
払
わ
な
い
よ
う
に
し
、
断

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
市
役
所
1

階
市
民
生
活
課
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◎�

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　

市
民
生
活
課
で
は
、
消
費
生
活
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
個
別
の

相
談
室
が
あ
り
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

・�

市
民
生
活
課�

相
談
係
（
内
線
２
１
１
０
）

・�

新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

�

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
９
６

ご
ず
っ
ち
ょ
カ
フ
ェ

　

毎
日
の
介
護
を
頑
張
り
過
ぎ
て
い
ま

せ
ん
か
？�
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い

の
か
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
「
認
知
症
の
人
が
安
心
し
て

来
れ
る
場
所
」「
家
族
が
ホ
ッ
と
で
き
る

場
所
」「
認
知
症
に
関
す
る
情
報
収
集
の

場
所
」
と
し
て
、
認
知
症
カ
フ
ェ
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ホ
ッ
と
一
息
つ
け
る

時
間
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
6
月
21
日
（
火
）
午
後
1
時

30
分
～
3
時
30
分

※
毎
月
第
3
火
曜
に
開
催

▼
会
場
＝
稲
荷
町
会
館
（
百
津
88
・
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
鳥
荘
隣
）

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
／
人

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

・�

高
齢
福
祉
課�

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
阿
賀
野
（
内
線
２
１
３
４
）

・�

高
齢
福
祉
課�

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
笹
神　

☎
62
‐
４
１
４
３

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク

や
さ
し
い
骨
盤
体
操
教
室

無
料
体
験
会

▼
日
時
＝
6
月
4
日
（
土
）
午
前
10
時

～
11
時
30
分

▼
会
場
＝
リ
ズ
ム
・
ハ
ウ
ス
瓢
湖
2
階

「
大
広
間
」

▼
持
ち
物
＝
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
1
枚

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
リ
ズ
ム
・

ハ
ウ
ス
瓢
湖　

☎
63
‐
１
０
１
０

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

FM 76.1MHz
�

　　　　　　　　災害時には、FMにいつ（周波数 76.1MHz）で市の災害情報を放送します。

�

4 月 21 日入札 建設工事等発注状況
工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

ごみ処理施設機能改善工事� 施設工業㈱ 6,026,400 円� 85.3% 指名競争 H29.03.31 2

生涯学習課所管施設配置 AED 機器一
式賃貸借

日本光電北関東
㈱上信越支社

2,668 円／月� 56.5% 指名競争 5年間 3

災害時用副食備蓄物資購入� 船山㈱新潟支店 413,942 円� 73.1% 指名競争 H28.05.31 4

水原代官所塀垣修繕� ㈱水建業 642,600 円� 94.4% 指名競争 60 日間 3

家庭用可燃ごみ処理券印刷� ㈱ハマキン 1,673,784 円� 79.6% 指名競争 H28.05.23 5

平成 28年度阿賀野市敬老会祝賀会場
設営業務委託�

中央イベント
リース㈱

1,078,704 円� 94.3% 指名競争 H28.09.24 3

阿賀野市議会本会議会議録印刷製本
等業務委託�

㈱会議録セン
ター

2,287,008 円� 100.0% 指名競争 H29.03.31 2

平成 28年度阿賀野市議会だより印刷
業務委託�

島津印刷㈱ 994,998 円� 85.9% 指名競争 H29.03.31 4

笹神支所清掃総合管理業務委託�
㈱ダスキン白鳥ダ
スキン道下支店

1,483,380 円� 100.0% 指名競争 H29.03.31 4

防災行政無線（同報系）保守点検業
務委託�

㈱興和電気 4,698,000 円� 99.3% 指名競争 H29.03.31 4

安田 B&G 海洋センタープール上屋
シート取付撤去等業務委託�

㈱阿賀建設 918,000 円� 95.5% 指名競争 H28.09.16 4

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」（平成 13 年 4月 1日施行）に基づき公表するものです。

阿賀野市の情報公開・個人情報保護制度
―�平成 27 年度の実施状況をお知らせします�―

■�問い合わせ

　総務課�庶務係（内線 2243）

■�情報公開制度

　市が保有している公文書を請求に応じて公開する

制度で、どなたでも請求することができます。

　請求は、所定の用紙に請求する公文書の内容など

必要事項を記入し、市役所 2階総務課へ提出してく

ださい。市は、原則として請求の日から 15 日以内

に公開・非公開を決定し、文書で結果を通知します。

　公文書は原則として公開しますが、法律などで非

公開とされるものや個人のプライバシーに関するも

のなど一定の理由で保護の必要があるものは、公開

できない場合があります。公開にかかる費用は無料

ですが、写しの交付にはコピー代が必要です。

■個人情報保護制度

　市が行う個人情報の収集や利用について具体的な

ルールを定めるとともに、自己の情報の開示や訂正

等の権利を保障する制度です。

　自己の情報の開示や訂正等は、市に自己の情報が

保有されている人（本人）であれば、どなたでも請

求できます。請求やその後の手続きは、情報公開制

度に準じますが、請求の際には、運転免許証や旅券

などの本人確認書類が必要となります。

■情報公開の実施状況（平成 27 年度）

　①公開請求の件数・処理状況

関係部局 請求件数
請求件数のうち

公開 部分公開 非公開 不保有

市長部局 159 152 6 1 0

教育委員会 001 001 0 0 0

水道事業 001 001 0 0 0

消防 002 001 1 0 0

■個人情報保護条例の運用状況（平成 27 年度）

　①請求の件数・処理状況

関係部局 請求件数
処理状況

開示 部分開示 非開示 不保有

市長部局
11

（自己情報の
開示請求）

11 0 0 0

　※市長部局以外での請求事案はありませんでした。

　②不服申立ての件数　⇒ 0件

　②不服申立ての件数　⇒ 0件

お
知
ら
せ

土
砂
災
害
防
止
月
間

　

日
頃
か
ら
気
象
情
報
等
を
確
認
し
、

大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
の
危
険
度
が
高

ま
っ
た
際
に
は
、
新
潟
県
と
新
潟
地
方

気
象
台
か
ら
発
表
さ
れ
る
土
砂
災
害
警

戒
情
報
を
避
難
行
動
の
目
安
に
し
、
危

険
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

　

山
や
崖
、
川
な
ど
で
異
常
な
箇
所
を

見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
市
役
所
総
務
課

ま
た
は
新
発
田
地
域
振
興
局
地
域
整
備

部
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

・�

総
務
課�

地
域
安
全
係
（
内
線
２
２
３
１
）

・�

新
発
田
地
域
振
興
局�

地
域
整
備
部�

庶

務
課　

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
１
８
９

東
北
電
力
か
ら
の
お
願
い

　

発
電
所
や
ダ
ム
か
ら
水
を
流
し
た
と

き
の
水
難
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
各
所
に

注
意
札
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

水
を
流
す
と
き
は
、
ス
ピ
ー
カ
ー
や
サ

イ
レ
ン
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
河
原
に
い

る
人
は
危
険
で
す
か
ら
、
す
ぐ
安
全
な

場
所
に
移
動
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
次
の
と
き
に
ス
ピ
ー
カ
ー
を
鳴
ら
し

ま
す

①�

ダ
ム
か
ら
初
め
て
水
を
流
す
約
10
分

前

②�

発
電
所
か
ら
初
め
て
水
を
流
す
約
10

分
前

③�

発
電
所
の
出
力
を
増
や
し
、
水
を
多

く
流
す
と
き

〔
放
送
内
容
〕

　

「
こ
ち
ら
は
東
北
電
力
揚
川
ダ
ム
で

す
。今
か
ら
川
の
水
が
急
に
増
え
ま
す
。

河
原
に
い
る
人
は
危
険
で
す
か
ら
、
す

ぐ
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
」

▼
次
の
と
き
は
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま

す①��
ダ
ム
の
流
入
量
が
毎

秒
１
５
０
０
㎥
に
達

し
た
と
き

②��

ダ
ム
の
流
入
量
が
毎

秒
３
０
０
０
㎥
（
洪

水
量
）
に
達
し
た
と

き
③��

ダ
ム
の
流
入
量
が
洪

水
量
オ
ー
バ
ー
後
、

毎
秒
１
０
０
０
㎥
増

加
ご
と

〔
警
報
内
容
〕

　

下
図
の
と
お
り
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

▼
そ
の
他
＝
東
北
電
力
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（「
阿
賀
野
川
水
系
ダ
ム
情
報
」で
検
索
）

か
ら
阿
賀
野
川
水
系
の
ダ
ム
の
状
況
を

確
認
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

・�

東
北
電
力
㈱�

会
津
技
術
セ
ン
タ
ー

制
御
所

　

☎
０
２
４
２
‐
22
‐
２
２
２
０

・�

阿
賀
野
川
ダ
ム
管
理
所　

　

☎
０
２
４
１
‐
47
‐
２
０
０
６

サイレン

■■■■
50 秒

サイレン

■■■■
50 秒

サイレン

■■■■
50 秒

10 秒
休み

10 秒
休み
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17 16平成 28 年 6 月号 平成 28 年 6 月号

阿
賀
野
市
職
員
を

募
集
し
ま
す

▼
試
験
区
分
＝
上
級
試
験

▼
職
種
＝
一
般
行
政
職
、
土
木
職
、
建

築
職

▼
受
験
資
格
＝
昭
和
56
年
4
月
2
日
か

ら
平
成
7
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

▼
採
用
予
定
人
員

・�

一
般
行
政
職
…
若
干
人

・�

土
木
職
…
1
人
程
度

・�

建
築
職
…
1
人
程
度

▼
採
用
予
定
日
＝
平
成
29
年
4
月
1
日

▼
試
験
日
・
会
場

・�

1
次
試
験
…
7
月
24
日
（
日
）
／
新

潟
県
自
治
会
館

・�

2
次
試
験
…
9
月
／
阿
賀
野
市
役
所

※�

い
ず
れ
も
予
定
。
詳
し
く
は
、
試
験

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法
＝
受
験
申
込
書
に
所
要
事

項
を
記
入
・
押
印
し
、
写
真
（
上
半
身

正
面
、
無
帽
、
縦
4
㎝
×
横
3
㎝
）
１

枚
を
貼
り
、
他
の
2
枚
（
裏
面
に
氏
名

を
記
載
）
を
添
付
し
て
、
市
役
所
2
階

総
務
課
に
直
接
持
参
す
る
か
、
郵
送
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

郵
送
す
る
場
合
、
封
筒
に
は
「
職
員

採
用
試
験
申
込
書
在
中
」
と
朱
書
き

し
、
書
留
等
の
確
実
な
方
法
を
と
っ

て
く
だ
さ
い
。

※�

郵
送
に
よ
り
「
受
験
申
込
書
」
を
請

求
す
る
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
受

験
申
込
書
を
請
求
す
る
旨
を
記
入

し
、返
信
用
角
形
2
号
封
筒（
１
４
０

円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）
を
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。
受
験
申
込
書
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▼
受
付
期
間
＝
6
月
22
日
（
水
）
ま
で

（
郵
送
の
場
合
は
締
切
日
ま
で
の
消
印

有
効
）

▼
受
付
時
間
＝
午
前
8
時
30
分
～
午
後

5
時
15
分
（
土
曜
・
日
曜
を
除
く
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課�

人
事
係
（
内
線
２
２
５
１
）

〒
９
５
９
‐
２
０
９
２　

（
住
所
不
要
）

平
成
28
年
度

税
務
職
員
採
用
試
験

　

税
務
署
や
国
税
局
で
「
税
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
」
と
し
て
勤
務
す
る
税
務

職
員
（
国
家
公
務
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

▼
受
験
資
格

①�

平
成
28
年
4
月
1
日
に
お
い
て
高
等

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
3
年

を
経
過
し
て
い
な
い
人
や
、
平
成
29

年
3
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中

等
教
育
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
人

②�

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
に
準
ず
る

と
認
め
る
人

▼
試
験
の
程
度
＝
高
等
学
校
卒
業
程
度

▼
申
込
方
法
等

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み（
原
則
）

・�

人
事
院
国
家
公
務
員
採
用
試
験
ホ
ー

ム

ペ

ー

ジ
（h

ttp
://w
w
w
.jin
ji-

sh
ike
n
.g
o
.jp
/ju
ke
n
.h
tm
l

）
へ
ア
ク

セ
ス
し
、
説
明
に
従
っ
て
入
力
し
て

く
だ
さ
い
。

・�

受
付
期
間
…
6
月
20
日
（
月
）
午
前

9
時
～
29
日
（
水
）
※
受
信
有
効

○�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
が
で
き

な
い
場
合
（
郵
送
ま
た
は
持
参
）

・�

提
出
先
…
希
望
す
る
第
１
次
試
験
地

を
管
轄
す
る
人
事
院
各
地
方
事
務
局

・�

受
付
期
間
…
6
月
20
日
（
月
）
～
22

日
（
水
）
※
当
日
消
印
有
効

・�

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
日

・�

第
1
次
試
験
日
…
9
月
4
日
（
日
）

・�

第
2
次
試
験
日
…
10
月
12
日
（
水
）
～

21
日
（
金
）
の
い
ず
れ
か
（
第
1
次
試

験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時
）

▼
合
格
者
発
表
日

・�

第
1
次
試
験
合
格
者
…
10
月
6
日
（
木
）

・�

最
終
合
格
者
…
11
月
15
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ

○�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
に
関
す

る
こ
と

�

人
事
院�

人
材
局�

試
験
課　

☎
03

‐
３
５
８
１
‐
５
３
１
１
（
内
線

２
３
３
３
）
※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を

除
く
午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

○�

前
記
以
外
の
こ
と

�

関
東
信
越
国
税
局�

人
事
第
二
課�

試
験

係　

☎
０
４
８
‐
６
０
０
‐
３
１
１
１

（
内
線
２
０
９
７
）
※
土
曜
・
日
曜
・
祝

日
を
除
く
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

試
合
観
戦

�

２
０
１
６
明
治
安
田
生
命
Ｊ
1
リ
ー
グ�

2
ｎ
ｄ
ス
テ
ー
ジ�

第
2
節�

ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟�

対�

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ

▼
日
時
＝
7
月
9
日
（
土
）
午
後
7
時

キ
ッ
ク
オ
フ

▼
会
場
＝
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
（
チ
ケ
ッ
ト
は
Ｓ
・
Ｅ
ス
タ

ン
ド
自
由
席
の
み
）

▼
応
募
条
件
＝
阿
賀
野
市
在
住
者

▼
募
集
人
数
＝
２
０
０
人

▼
応
募
方
法
＝
往
復
は
が
き
の
往
信
裏

面
に
①
7
月
9
日
湘
南
、
②
住
所
、
③

氏
名
・
年
齢
、
④
電
話
番
号
、
⑤
電
子

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
持
っ
て
い
る
人
の

み
）、
⑥
チ
ケ
ッ
ト
の
希
望
枚
数
（
2

枚
ま
で
）、⑦
後
援
会
資
料
請
求（
す
る
・

し
な
い
）
を
記
入
し
、
返
信
用
の
表
面

に
返
信
先
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
（
返

信
裏
面
は
白
紙
の
ま
ま
）
の
上
、
宛
先

に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

チ
ケ
ッ
ト
を
3
枚
以
上
希
望
す
る
場

合
、
チ
ケ
ッ
ト
引
換
所
で
優
待
価

格
（
大
人
１
６
０
０
円
、
小
中
高
生

５
０
０
円
）
で
販
売
し
ま
す
。
1
枚

に
つ
き
５
０
０
円
で
指
定
席
に
変
更

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

※�

往
復
は
が
き
は
各
自
で
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。
応
募
は
１
世
帯
に
つ
き
１

通
限
り
有
効
。
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

▼
応
募
期
限
＝
6
月
24
日
（
金
）
必
着

▼
受
け
渡
し
＝
招
待
の
可
否
を
返
信
用

は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
〔
7
月
1

日
（
金
）
を
予
定
〕。
電
話
で
の
可
否

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
不
可
。
当
選

者
は
、
返
信
は
が
き
を
持
参
し
て
、
ス

タ
ジ
ア
ム
の
E
ゲ
ー
ト
前
広
場
の
「
チ

ケ
ッ
ト
引
換
所
」
で
チ
ケ
ッ
ト
に
引
き

換
え
、
入
場
・
観
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
宛
先
＝
〒
９
５
０
‐
０
９
５
４　

新

潟
市
中
央
区
美
咲
町
2
‐
1
‐
10　

ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会
「
試
合
観

戦
ご
招
待
」
係

▼
そ
の
他
＝
ク
ラ
ブ
の
最
新
情
報
は
、

「
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
公
式
サ
イ
ト
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
後
援
会　

村
山　

☎
０
２
５
‐

２
８
２
‐
０
０
１
１

ス
ポ
ー
ツ

安
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

水
泳
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

▼
開
館
期
間
＝
6
月
18
日
（
土
）
～
8

月
31
日
（
水
）

※�

7
月
24
日
（
日
）
ま
で
は
毎
週
土
曜
・

日
曜
・
祝
日
の
み
、
7
月
26
日
（
火
）

以
降
は
月
曜
を
除
く
毎
日
営
業

▼
開
館
時
間

・�

午
前
の
部
…
午
前
9
時
～
正
午

・�

午
後
の
部
…
午
後
1
時
～
5
時

▼
使
用
料

・�

中
学
生
以
下
…
１
０
０
円
（
幼
児
は

無
料
）

・�

高
校
生
以
上
…
２
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
＝
安
田
公
民
館

お
知
ら
せ

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

新
潟
県
内
で
は
、
1
日
当
た
り
約

３
０
０
人
分
の
献
血
が
必
要
で
す
。
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
6
月
19
日
（
日
）
午
前
9
時

30
分
～
11
時
45
分
、
午
後
1
時
～
3
時

15
分
▼
会
場
＝
第
35
回
瓢
湖
あ
や
め
ま

つ
り
会
場

▼
協
力
団
体
＝
市
観
光
協
会
、
阿
賀
野

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課�

健
康

づ
く
り
係
（
内
線
２
６
３
４
）

大
日
原
演
習
場

訓
練
予
定

▼
射
撃
訓
練
＝
6
月
2
日
（
木
）
～
11

日
（
土
）、13
日
（
月
）
～
19
日
（
日
）、

21
日
（
火
）
～
24
日
（
金
）、27
日
（
月
）

～
30
日
（
木
）
午
前
8
時
～
午
後
5
時

▼
航
空
機
訓
練
＝
6
月
1
日
（
水
）
～

3
日
（
金
）
午
前
7
時
～
午
後
7
時

○�

演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、
許
可

が
必
要
で
す
。

○��

11
月
30
日
ま
で
の
予
定
で
廠

し
ょ
う
し
ゃ
舎
の
新

設
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
工
事
車

両
が
出
入
り
し
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
駐
屯
地

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
５
１

6
月
は

不
正
改
造
車
排
除

強
化
月
間
で
す

　

我
が
国
の
自
動
車
保
有
台
数
は
、
平

成
27
年
12
月
末
現
在
で
８
１
０
０
万
台

を
超
え
、
自
動
車
が
国
民
生
活
に
欠
か

せ
な
い
移
動
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
、
交
通
事
故
の
発
生
状
況

は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
交
通
量
の
多

い
地
域
に
お
け
る
自
動
車
の
排
出
ガ

ス
・
騒
音
等
に
よ
る
環
境
の
悪
化
が
深

刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
窓
ガ
ラ
ス
へ
の
着
色
フ
ィ
ル

ム
の
貼
付
や
誤
認
を
招
く
灯
火
の
色
の

変
更
、
土
砂
等
を
運
搬
す
る
ダ
ン
プ
の

リ
ア
バ
ン
パ
ー
の
切
断
・
取
り
外
し
、

騒
音
の
増
大
を
招
く
マ
フ
ラ
ー
の
切

断
・
取
り
外
し
、基
準
不
適
合
マ
フ
ラ
ー

の
装
着
な
ど
、
不
正
改
造
を
施
さ
れ
た

車
両
は
、国
民
生
活
の
安
全
を
脅
か
し
、

他
人
に
迷
惑
を
掛
け
る
も
の
と
し
て
、

そ
の
排
除
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、大
型
車
の
速
度
抑
制
装
置（
ス

ピ
ー
ド
リ
ミ
ッ
タ
ー
）
の
解
除
や
不
正

な
改
変
等
の
不
正
改
造
が
社
会
的
な
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
生
活
の
安
心
を
確

保
す
る
た
め
に
も
、
そ
の
排
除
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状

況
を
改
善
し
、
車
両
の
安
全
確
保
や
環

境
保
全
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の

安
全
、
安
心
を
確
実
に
確
保
し
て
い
く

た
め
、
平
成
28
年
度
に
お
い
て
も
、
関

係
省
庁
、
自
動
車
関
係
団
体
等
と
協
力

し
て
、「
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運

動
」
を
全
国
的
に
展
開
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
特
に
6
月
は
「
不
正
改
造

車
排
除
強
化
月
間
」
と
し
て
一
層
強
力

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
不
正

改
造
の
防
止
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
き
、
そ
の
排
除
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
自
動
車
点
検
整
備
推

進
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.

ten
ken
-seib

i.co
m

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
不
正
改
造
車
に
関
す
る
情
報
提
供
・

相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
「
不
正
改
造
車
・

黒
煙
１
１
０
番
」（
国
土
交
通
省�

北
陸

信
越
運
輸
局�

新
潟
運
輸
支
局�

検
査
整

備
保
安
部
門
）　

☎
０
２
５
‐
２
８
５

‐
３
１
２
５

河
川
の
伐
採
木
を

無
料
配
布
し
ま
す

　

新
潟
県
が
管
理
す
る
河
川
の
伐
採
木

を
無
料
配
布
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
新
潟
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w
w
w
.p
ref.n
iig
ata.lg

.jp
/

sh
ib
a
ta
_
se
ib
i/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
6
月
4
日（
土
）～
10
日（
金
）

午
前
9
時
～
午
後
4
時

▼
場
所

①�

新
発
田
市
上
新
保
地
内（
加
治
川
左
岸
）

②
胎
内
市
清
水
地
内
（
胎
内
川
左
岸
）

▼
対
象
者
＝
ま
き
な
ど
を
自
家
消
費
す

る
人
（
営
利
目
的
禁
止
）

▼
料
金
＝
無
料
。
た
だ
し
、
積
み
込
み

や
運
搬
に
掛
か
る
費
用
は
個
人
負
担
。

▼
そ
の
他

・�

当
日
の
受
付
の
み
で
、
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。

・�

伐
採
木
を
集
積
し
て
い
ま
す
の
で
、

各
自
で
積
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
積

み
込
み
に
際
し
て
は
、
け
が
な
ど
に

十
分
注
意
の
上
、
伐
採
木
が
散
乱
し

な
い
よ
う
作
業
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
地
域
振
興
局�

地
域
整
備
部�

治
水
課　

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
５
１
１
３

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で

「
心こ

こ

カ
フ
ェ
絆
」
に

話
し
に
来
ま
せ
ん
か

　

「
何
と
な
く
学
校
に
行
き
た
く
な
い
」

「
う
ち
か
ら
出
ら
れ
な
い
」「
仕
事
に
就

く
気
に
な
れ
な
い
」
…
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
で
悩
ん
で
い
る
人
や
そ
の
家
族
の

皆
さ
ん
が
気
軽
に
集
ま
り
、
安
心
し
て

気
持
ち
を
語
り
合
え
る
お
し
ゃ
べ
り
の

場
で
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
6
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時

～
正
午

※�

都
合
の
つ
く
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※�
開
催
日
は
、
偶
数
月
が
第
2
日
曜
の

午
前
10
時
～
正
午
、
奇
数
月
が
第
2

金
曜
の
午
後
7
時
～
9
時
で
す
。

▼
会
場
＝
天
朝
山
文
化
交
流
の
家

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
（
茶
菓
代
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民

ネ
ッ
ト
あ
が
の　

蛭え
び

子す

☎
62
‐
０
６
４
９募 

　
集 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

◎�

初
心
者
向
け
！�

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
教
室

※
市
こ
ど
も
の
体
力
向
上
支
援
事
業

　

初
め
て
の
子
も
、自
信
が
な
い
子
も
、

こ
の
機
会
に
や
っ
て
み
よ
う
。

▼
日
時
＝
6
月
29
日
～
7
月
20
日
の
毎

週
水
曜
、
午
後
5
時
30
分
～
6
時
45
分

（
全
4
回
）

▼
会
場
＝
京
ヶ
瀬
小
学
校
「
体
育
館
」

▼
対
象
者
＝
小
学
2
～
6
年
生

▼
講
師
＝
菅
野
文
宣
氏
（
オ
ー
ル
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
所
属

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
参
加
費
＝
会
員
千
円
、
非
会
員
2
千

円
（
4
回
分
。
保
険
料
込
み
）

▼
持
ち
物
＝
上
履
き
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

▼
共
催
＝
市
教
育
委
員
会

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
笹
神
体
育
館
内
・
平
日
、
午
前
9
時

～
午
後
5
時
）　

☎
61
‐
２
１
１
１

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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講
座
・
教
室

木
目
込
初
心
者
教
室

　

手
を
動
か
し
な
が
ら
、
作
る
喜
び
を

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？�

今
回
は
縁
起

小
物
を
作
る
初
心
者
向
け
の
教
室
で
す
。

▼
日
時
＝
6
月
15
日
（
水
）、29
日
（
水
）

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

▼
会
場
＝
水
原
公
民
館
2
階「
研
修
室
」

▼
講
師
＝
井
上
多
美
子
氏
（
久
月
人
形

学
院
教
授
）

▼
参
加
費
＝
千
円
（
2
回
分
。
材
料
費

込
み
）

▼
持
ち
物
＝
は
さ
み
、
目
打
ち

▼
申
込
期
限
＝
6
月
10
日
（
金
）
午
後

5
時

▼
主
催
＝
和
の
小
物
作
り「
お
気
楽
会
」

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
公

民
館

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

そ
ば
打
ち
体
験
会

▼
日
時
＝
6
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時

～
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
内
容
＝
そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食
会

▼
参
加
費
＝
１
５
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水

原
ふ
る
さ
と
農
業
歴

史
資
料
館　

☎
63
‐

１
７
２
２

健
康
・
子
育
て

新
潟
大
学
医
学
部

健
康
講
座
塾

　

市
で
は
、
今
年
度
、
新
潟
大
学
医
学

部
か
ら
講
師
を
招
き
、
市
民
の
健
康
増

進
や
病
気
の
悪
化
防
止
の
た
め
健
康
講

座
塾
を
開
催
し
ま
す
。

　

年
齢
と
共
に
足
や
腰
、
膝
な
ど
に
痛

み
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

最
初
の
健
康
講
座
塾
で
は
、
整
形
外
科

に
関
す
る
内
容
で
全
5
回
開
催
し
ま
す
。

　

2
回
目
以
降
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

1
回
目
の
開
催
時
に
お
知
ら
せ
す
る
ほ

か
、
広
報
あ
が
の
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
6
月
28
日
（
火
）
午
後
2
時

～
3
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
市
民
病
院
2
階「
講
堂
」

▼
内
容
＝
「
老
い
る
と
あ
し
・
こ
し
か

ら
弱
る
！
」

▼
講
師

・�

講
義
…
遠
藤
直
人
氏
（
新
潟
大
学
医

学
部
教
授
）

・�

実
践
…
あ
が
の
市
民
病
院
理
学
療
法
士

▼
定
員
＝
先
着
70
人
程
度

　
　
　

�

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
参

加
1
回
に
つ
き
50
ポ
イ
ン
ト
。

あ
が
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
人
は
、参
加
の
際
、

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
6
月
22
日
（
水
）

※�

あ
ら
か
じ
め
講
師
に
聞
い
て
み
た
い

質
問
が
あ
れ
ば
、
申
し
込
み
時
に
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
医

療
推
進
課�

地
域
医
療
推
進
係
（
内
線

２
２
６
２
）

統
合
失
調
症
の
家
族
を
お
持
ち
の
人
へ

夜
間
家
族
講
座

▼
対
象
者
＝
統
合
失
調
症
の
家
族
（
市

内
在
住
）
が
い
る
人

※
原
則
3
回
全
て
に
参
加
で
き
る
人

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
期
限
＝
6
月
30
日
（
木
）

▼
主
催
＝
市
さ
く
ら
の
会
家
族
会

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
さ
く

ら
の
会
事
務
局
（
健
康
推
進
課
内
・
内

線
２
６
３
６
）

児
童
手
当
を

振
り
込
み
ま
す

　

平
成
28
年
2
月
～
5
月
分
（
4
か
月

分
）
の
児
童
手
当
を
受
給
者
の
指
定
口

座
へ
振
り
込
み
ま
す
の
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
振
込
日
＝
6
月
10
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課�

児
童

福
祉
係
（
内
線
２
１
５
２
）

子
育
て
に
関
す
る
無
料
相
談
受
付

県
助
産
師
会
「
ね
う
ぼ
ら
」

　

県
助
産
師
会
で
は
、
妊
娠
か
ら
子
育

て
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
た

め
、「
ね
う
ぼ
ら
」を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
助
産
師

が
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
・
発
達
は

も
ち
ろ
ん
、
父
親
・
母
親
・
家
族
全
体
の

心
身
の
健
康
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
子
育
て
に

関
す
る
相
談
を
無
料
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
日
時
＝
毎
月
第
1
・
第
3
土
曜
、
午

前
10
時
～
正
午

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
（
岡
山
町
13
‐
23
・
旧

水
原
郷
病
院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）

▼
そ
の
他
＝
予
約
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

・�

あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ

に
こ　

☎
62
‐
５
５
８
１

・�

社
会
福
祉
課�

児
童
福
祉
係
（
内
線

２
１
５
１
）

6
月
は

「
食
育
月
間
」
で
す

　

家
族
み
ん
な
で
食
育
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
市
に
お
け
る
食
育
の

重
点
目
標
は
「
家
族
で
毎
日
朝
ご
は
ん

（
米
飯
）」
で
す
。

・�

朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と
は
、
生
活

リ
ズ
ム
を
整
え
、
噛
む
こ
と
に
よ
る

歯
・
口
の
健
康
保
持
や
脳
の
活
性
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。

・�

家
族
で
食
事
を
す
る
こ
と
は
、
誰
か

と
食
べ
る
こ
と
で
孤
食
を
な
く
し
、

食
に
関
す
る
知
識
の
習
得
や
日
本
食

の
マ
ナ
ー
な
ど
食
文
化
の
継
承
に
つ

な
が
り
ま
す
。

・�

米
飯
を
食
べ
る
こ
と
は
、
和
食
を
推

進
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
の
実
践
や
野
菜

摂
取
の
増
加
、
米
の
消
費
拡
大
に
つ

な
が
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
健

康
推
進
課�

健
康
づ
く
り
係
（
内
線

２
６
３
７
）

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
＆
レ
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

今
年
も
開
催
決
定
。
い
ろ
い
ろ
な
ス

ポ
ー
ツ
を
体
験
し
て
み
よ
う
。

▼
日
時
＝
6
月
12
日
（
日
）
午
前
9
時

30
分
～
午
後
2
時
30
分

▼
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館「
ア
リ
ー
ナ
」

▼
内
容
＝
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
、
ス

ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
縄
跳
び
、
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
な
ど

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
主
催
＝
阿
賀
野
市
・
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
協
議
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
総
合
体
育
館

市
民
の
掲
示
板

春
城
会
か
ら
お
知
ら
せ

◎
記
念
講
演

　

春
城
会
の
総
会
終
了
後
、
記
念
講
演

を
行
い
ま
す
。
会
員
以
外
で
も
聴
講
可

能
で
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
6
月
20
日
（
月
）
午
後
2
時
～

▼
会
場
＝
福
祉
会
館
1
階
「
遊
戯
室
」

▼
演
題
＝
「
豊

ほ
う
じ
ょ
う
城
・
星
野
恒

ひ
さ
し

」

※�

星
野
恒
氏
は
、春
城
が
少
年
の
こ
ろ
、

水
原
広
業
館
で
習
っ
た
人
。
後
の
東

京
大
学
教
授
。

▼
講
師
＝
杉
山
巖
氏
（
東
京
大
学
史
科

編
纂さ

ん

所
学
術
支
援
専
門
職
員
）

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

◎
「
春
城
」
の
随
筆
を
読
む
会

　

郷
土
の
偉
人
「
市
島
春
城
」
の
随
筆

を
読
む
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
6
月
24
日
（
金
）
午
前
10
時

～
正
午

▼
会
場
＝
天
朝
山
文
化
交
流
の
家

▼
内
容
＝
随
筆
「
余
生
児じ

戯ぎ

」
よ
り
「
豊

城
・
星
野
恒
先
生
」

▼
参
加
費
＝
２
０
０
円
（
茶
菓
代
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
春
城
会　

中
村　

☎
62
‐
７
０
３
８

選
手
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー

▼
日
時
＝
6
月
12
日
（
日
）、26
日
（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

▼
会
場
＝
京
ヶ
瀬
小
学
校
「
体
育
館
」

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
運
動
靴
、
手
袋
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
運
動
の

で
き
る
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
確
認
の
上
、
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
主
催
＝
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
日
本
・
新
潟
・
阿
賀
野

▼
問
い
合
わ
せ
＝
コ
ス
モ
ス
活
動
所　

山
崎　

☎
63
‐
２
０
５
０

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

♥
持
ち
歩
こ
う　

エ
コ
バ
ッ
ク

♥
も
っ
た
い
な
い　

上
手
に
料
理　

ゴ
ミ
減
量

食
育
メ
ッ
セ
ー
ジ

日時 会場 内容・講師

6月23日（木）午後1
時30分～3時30分
（午後 1時～受付）

ふれあい会館
「多目的ホール」

○�「こころの病気とその理解～うつ病と
統合失調症のはなし～」
　講師：有田正知医師（有田病院）
　※初回のみ「こころの講演会」と共催

7月 7日（木）午後 7
時～ 8時 30 分
（午後6時45分～受付）

水原保健セン
ター1階

○「家族の関わり方」
　講師 : 川尻玲子臨床心理士（有田病院）
○「利用できる福祉サービス」　講師 :障
　がい者基幹相談支援センター職員

7 月 14 日（木）午後
7時～ 8時 30 分
（午後6時45分～受付）

水原保健セン
ター1階

○「家族教室」
　�講師：中川甚一郎臨床心理士、大澤孝
精神保健福祉士（いずれも南浜病院）

日時 会場 内容・講師

7 月 7 日（木）

午前 1時 30 分～ 3時 30 分

水原公民館 1階

「講堂」

○開講式

○講話：「阿賀野市の健康実態」　

　講師：健康推進課保健師

○講義：「運動の効果～自分の力でいつまでも（仮）～」

○実技：けんこつ体操

　講師：小島伸子氏（㈲エリアドゥ）

7月 19 日（火）

午前 9時 30 分～ 11 時 30 分

・�福祉会館

・�瓢湖花めぐりコー

ス

○講義・実技「ノルディックウォーキング」

　講師：�遠藤誠氏（日本ノルディックフィットネス協

　　　　会会員）

8月 19 日（金）

午前 9時 30 分～ 11 時 30 分

水原公民館 1階

「講堂」

○ AED 講習会　講師：市消防署職員

○講話：「心と運動の関係」　講師：健康推進課保健師

9月 21 日（水）

午前 9時～正午

詩の杜やまびこ通

りコース（雨天の場

合は、水原保健セン

ター2階「研修室」）

○講義・実技「坂道を歩くには（仮）」

　講師：篠田浩子氏（新潟大学教育学部非常勤講師、

　　　　日本ウオーキング協会公認指導員）

10 月 11 日（火）

午前 9時 30 分～ 11 時 30 分

水原公民館 2階

「会議室」

○閉講式

○講話：「食と運動の関係」　

　講師：健康推進課管理栄養士

○活動発表：「こんにちは、運動普及員会です！」

　発表：運動普及員

　市運動普及員会では、健康づくりのため、ウォー

キングを中心とした運動の普及活動を行っています。

　このたび、この活動をさらに推進するため、新た

に運動普及員を養成するための講座を開講します。

　自分や家族の健康について考えたい人、運動普及員

の活動に興味のある人は、気軽に参加してください。

■�対象者＝原則として全ての日程に参加できる人

■�定員＝先着 50 人

■�申込期限＝ 6 月 23 日（木）

■�協力＝市運動普及員会

■�申し込み・問い合わせ＝健康推進課�健康づくり係

（内線 2636）

運動普及員養成講座を開講します
―�あなたの健康を意識することからはじめてみませんか？�―
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健
康
・
子
育
て

第
1
回

あ
が
の
元
気
体
力
測
定

会
を
開
催
し
ま
す

　

元
気
な
市
民
を
増
や
し
、
運
動
習
慣

の
き
っ
か
け
や
健
康
意
識
の
向
上
に
つ

な
げ
る
た
め
、
自
身
の
体
力
年
齢
等
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
体
力
測
定
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
7
月
3
日
（
日
）

・��

午
前
の
部
…
10
時
～
正
午
（
午
前
9

時
30
分
～
受
付
）　

・��

午
後
の
部
…
午
後
1
時
30
分
～
3
時

30
分
（
午
後
1
時
～
受
付
）

▼
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館
「
ア
リ
ー

ナ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
」

▼
対
象
者
・
測
定
種
目

・�

20
～
64
歳
の
健
康
な
人
／
①
握
力
、
②

上
体
起
こ
し
、
③
長
座
体
前
屈
、
④
反

復
横
と
び
、
⑤
立
ち
幅
跳
び
、
⑥
急
歩

・�

65
～
79
歳
の
健
康
な
人
／
①
握
力
、

②
上
体
起
こ
し
、
③
長
座
体
前
屈
、

④
開
眼
片
足
立
ち
、
⑤
10
ｍ
障
害
物

歩
行
、
⑥
６
分
間
歩
行

▼
定
員
＝
午
前
・
午
後
と
も
に
先
着
60
人

▼
参
加
費
＝
無
料

　
　
　

�

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
50

ポ
イ
ン
ト
。
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

参
加
の
際
、
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
持
ち
物
＝
運
動
靴
（
上
履
き
）、
飲

み
物
、
タ
オ
ル

▼
服
装
＝
運
動
の
で
き
る
服
装

▼
そ
の
他

・�

体
力
測
定
前
に
血
圧
測
定
や
健
康
状

態
の
チ
ェ
ッ
ク
、
準
備
体
操
を
兼
ね

て
「
正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
」
の
講
習

を
行
い
ま
す
。

・�

体
力
測
定
の
結
果
は
、
後
日
、
グ
ラ

フ
化
し
て
参
加
者
に
送
付
す
る
ほ
か
、

健
康
に
関
す
る
市
の
施
策
で
活
用
し

ま
す
。

・�

体
力
測
定
終
了
後
、
希
望
者
に
は
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
講
習

会
を
行
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康

推
進
課�

元
気
長
生
き
支
援
室
（
内
線

２
６
１
０
）

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

　

子
育
て
を
頑
張
っ
て
い
る
マ
マ
さ

ん
、
パ
パ
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
6
月
13
日
（
月
）、27
日
（
月
）

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
（
岡
山
町
13
‐
23
・
旧

水
原
郷
病
院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）

▼
内
容

○�

6
月
13
日
（
月
）
※
共
通
メ
ニ
ュ
ー

「
自
由
遊
び
の
日
」

　

み
ん
な
一
緒
に
広
い
会
場
で
遊
び
ま

せ
ん
か
？�

図
書
館
職
員
に
よ
る
季
節

を
取
り
入
れ
た
絵
本
と
わ
ら
べ
歌
の
時

間
も
あ
り
ま
す
よ
。

○�

6
月
27
日
（
月
）
※
月
別
メ
ニ
ュ
ー

「
た
な
ば
た
」

　

お
星
さ
ま
に
、
ど
ん
な
お
願
い
事
を

し
ま
す
か
？�

み
ん
な
で
七
夕
飾
り
を

作
っ
て
飾
り
ま
し
ょ
う
。

○�

不
用
品
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す

　

6
月
の
花
ど
け
い
参
加
の
際
、
着
れ

な
く
な
っ
た
子
ど
も
の
洋
服
や
使
わ
な

く
な
っ
た
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
提
供
を
お

願
い
し
ま
す
。
7
月
の
「
夏
祭
り
」
で

不
用
品
の
バ
ザ
ー
を
開
催
す
る
際
の
商

品
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
マ
イ
カ
ッ
プ
（
保
護
者

用
）、
保
育
に
必
要
な
も
の
（
お
む
つ

な
ど
）

※�

子
ど
も
の
飲
み
物
が
必
要
な
人
は
各

自
用
意
く
だ
さ
い
（
お
や
つ
は
遠
慮

く
だ
さ
い
）。

▼
主
催
＝
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

“
い
ち
ご
み
る
く
”

▼
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ　

☎
62
‐
５
５
８
１

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　

毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時

に
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
母
子
健
康
手

帳
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付
を
希
望

す
る
人
は
、
医
療
機
関
で
発
行
さ
れ
た

「
妊
娠
届
出
書
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
曜
以
外
に
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

を
希
望
す
る
場
合
は
、
交
付
日
時
を
調

整
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課�

母
子

係
（
内
線
２
６
３
１
）

6
月
の
お
は
な
し
会

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
歌
、

手
遊
び
を
行
い
ま
す
。

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

▼
日
時
＝
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
～

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

▼
日
時
＝
6
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
～
（
毎
月
第
2
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室　

☎
47
‐
８
０
６
８

日
程
・
相
談

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎�

市
立
図
書
館

▼
期
日
＝
6
月
6
日（
月
）、13
日（
月
）、

16
日
（
木
）、
20
日
（
月
）、
27
日
（
月
）

◎�

水
原
中
学
校
市

　

民
図
書
室

▼
期
日
＝
6
月
3

日（
金
）、10
日（
金
）、

16
日
（
木
）、
17
日

（
金
）、
24
日
（
金
）

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（広�告）

【買取例】クボタトラクター L1-24（4WD） 22 万円 
不用になりました�トラクター・バイク・トラック・耕運機

（ディーゼル）・フォークリフト他�買い取りいたします

お売り下さい（買取専門）

福地オート���阿賀野市野田1066番地2

◎お電話はこちらへ�☎0250-68-4130
車検整備・板金協力店も募集中

紹介キャンペーン実施中

前
後

夜
間
役
所
（
6
月
）

▼
期
日
＝
6
月
1
日
（
水
）、15
日
（
水
）

▼
時
間
＝
午
後
7
時
ま
で

▼
場
所
＝
市
役
所
1
階�

市
民
生
活
課

▼
内
容
＝
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
・

証
明
、通
知
カ
ー
ド
の
記
載
事
項
変
更
、

納
税
、口
座
振
替
手
続
き
等
。
旅
券（
パ

ス
ポ
ー
ト
）
は
交
付
の
み
で
す
。

い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も

自
殺
予
防

新
潟
い
の
ち
の
電
話

　

悩
み
や
相
談
に
24
時
間
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
電
話

・�

新
潟

　

☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
４
３
４
３

・�

新
発
田

　

☎
０
２
５
４
‐
20
‐
４
３
４
３

・�

村
上

　

☎
０
２
５
４
‐
53
‐
４
３
４
３

※�

い
ず
れ
か
の
電
話
番
号

に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

医
師
に
よ
る

が
ん
無
料
電
話
相
談

▼
日
時
＝
月
曜
～
金
曜
、
午
前
10
時
～

午
後
5
時
（
予
約
制
）
※
診
察
は
し
ま

せ
ん
。
☎
03
‐
３
５
６
２
‐
８
０
１
５

　
　
　
　

―
㈶
日
本
対
が
ん
協
会
―

保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
社
会
、
こ
こ
ろ
の

病
で
悩
む
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
悩
み
に
、
保
健
師
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
来
所
相
談
、
毎
週
水
曜
・
午

前
9
時
～
午
後
4
時
（
第
2
・
第
4
水

曜
以
外
は
要
予
約
）
※
相
談
日
以
外
で

も
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推

進
課　

☎
61
‐
２
４
７
４

年
金
相
談

▼
期
日
＝
6
月
15
日
（
水
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
～
昼
12
時
30
分

▼
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館
1
階
「
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
」

※
相
談
は
予
約
制

▼
予
約
先
＝
新
発
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８

▼
予
約
時
に
必
要
な
こ
と
＝
氏
名
、
住

所
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
希
望

の
相
談
開
始
時
間
お
よ
び
相
談
内
容
等

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課�

国
保

年
金
係
（
内
線
２
１
８
２
）

堀田　成彬� 78 歳� 4.30� 保　田

青田マツエ� 70 歳� 5.2� 岡山町

渡辺キサヨ� 94 歳� 5.2� 寺　社

清野ハツエ� 90 歳� 5.3� 牧　島

阿部　照子� 84 歳� 5.4� 中央町 2

陸　　　仁� 79 歳� 5.5� 中島町

清水　静雄� 77 歳� 5.7� 下条町

関川マツイ� 89 歳� 5.7� 中央町 2

田　勝由� 71 歳� 5.7� 保　田

田中　繁雄� 83 歳� 5.7� 泉

相馬百合子� 90 歳� 5.8� 金渕乙

長島　久雄� 96 歳� 5.8� 分　田

石塚　喜作� 80 歳� 5.9� 上一分

月岡　祐一� 75 歳� 5.9� 福　永

田邊　　稔� 68 歳� 5.10� 保　田

髙橋　ミナ� 91 歳� 5.10� 月　崎

権瓶三代亀� 72 歳� 5.10� 小　松

川上　嘉一� 90 歳� 5.10� 出　湯

石井　清一� 86 歳� 5.10� 小　松

佐藤　勝衛� 86 歳� 5.11� 金田町

小林新一郎� 89 歳� 5.12� 山口町 2

遠山　重夫� 93 歳� 5.12� 分　田

阿部　信治� 74 歳� 5.13� 前　山

※
各
種
相
談
所
お
よ
び
窓
口
は
、い
ず
れ
も
相
談
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

�氏　名（届出順）� 保護者名� 住　所

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

斎藤　竜
りゅうき

輝� 久　保

小林　柚
ゆず

架
か

� 百津町

松浦　柊
しゅ

吏
り

� 百津町

帆苅　　咲
えみ

� 保　田

宮島　音
おと

羽
は

� 北園町

佐藤　李
り

絢
あ

� 城

佐々木悠
ゆう

斗
と

� 北本町

石川陽
ひ

加
か

里
り

� 寺　社

齋藤　史
ふみ

佳
か

� 若葉町

阿部日
ひ

向
な

翔
と

� 保　田

渡邊　喜
はる

日
ひ

� 中央町 1

横地　翔
しょうま

真� 中央町 1

金田　蒼
あお

唯
い

� 勝　屋

く��ん

ちゃん

く��ん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

く��ん

ちゃん

ちゃん

く��ん

く��ん

く��ん

く��ん

（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）

伸
彩　乃
瑞　希
由　依
亮
絵　理
翼
美嘉子
拓　也
美　月
雄
麻　美
拓　也
由　里
賢　次
真　紀
国　信
蓉　子
哲　也
歩
優
千　春
淳
愛　子
朝　春
彩　希

�氏　名（届出順）� 年　齢� 死亡月日� 住　所

（5月 1日～ 5月 15 日届出分）

◎行政相談

　行政相談は、総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、国の

仕事、国が県や市町村に委ねている仕事についての苦情など、「住

民と行政との橋渡し」的存在として、問題の解決に努めます。

■市役所 1階「相談室」＝ 6月 10 日（金）午前 10 時～正午

◎弁護士による「法律相談」

※セクハラ、DV、多重債務等も相談可

■�日程＝毎月第 1、3水曜

　※予約を取り消す場合は、必ず連絡してください。

■時間＝午後 1時 30 分～ 4時 30 分（1人 30 分間）

■会場＝市役所 1階「相談室」

※�相談にお越しの際は、相談の要点をまとめ、関係資料があれば

持参ください。

※�お急ぎの人は、次の機関等をご利用ください。

①法テラス新潟　☎ 0503383-5420　午前 9時～午後 5時

②新潟県弁護士会　☎ 025-222-5533　午前 10 時～午後 4時

◎問い合わせ

　市民生活課�相談係　☎ 62-2510（内線 2104）

相談料は無料です。気軽に相談ください。

「
う
ぶ
ご
え
」「
お
く
や
み
」
欄
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
届
け
出
時
に
係
へ
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
出
生
届
を
他

市
区
町
村
に
提
出
し
た
市
内
在
住
者
で
、「
う
ぶ
ご
え
」
欄
や
新
聞
へ
の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、市
民
生
活
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

サンポウ福祉タクシー
運賃料金（中型車）ストレッチャー可

人にやさしい

 ・初乗り運賃　650 円　1割引きで 580 円

 ・加算運賃　90 円 ・時間制　30 分 3,050 円

 ・迎車料金　無料 ・障がい者割引　1割引

☎ 070-4128-1234　

阿賀野市猫山 434　代表 宮尾 正彦
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自転車交通安全教室

　
5
月
13
日
、
水
原
総
合
体
育
館
前

で
、
新
潟
県
警
察
に
よ
る
阿
賀
野
高

校
の
生
徒
を
対
象
と
し
た
「
自
転
車

交
通
安
全
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
ス
タ
ン
ト
マ
ン
が

実
際
に
自
転
車
と
自
動
車
の
衝
突
な

ど
を
再
現
す
る
も
の
で
、
学
習
者
に

恐
れ
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通

安
全
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
実
施
し

た
も
の
で
す
。

　
事
故
の
再
現
実
験
で
は
、
時
速
40

㎞
で
走
行
す
る
自
動
車
と
自
転
車
が

衝
突
す
る
と
、
ス
タ
ン
ト
マ
ン
が
勢

い
よ
く
跳
ね
飛
ば
さ
れ
、
生
徒
た
ち

は
息
を
の
ん
で
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

あっ ! 危ない ! 気を付けて 郷
土
の
偉
人
を
中
学
生
に
紹
介

春
城
会
小
冊
子
寄
贈

　
5
月
6
日
、
郷
土
の
偉
人
・
市
島
春
城
の

業
績
を
市
民
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

活
動
を
行
っ
て
い
る
「
春
城
会
」
の
小
泉
豐

信
会
長
と
中
村
征
士
・
旗
野
博
副
会
長
が
市

教
育
委
員
会
を
訪
問
。
市
内
の
中
学
1
年
生

に
配
布
し
て
ほ
し
い
と
、
小
冊
子
「
郷
土
の
誇

り 

市
島
春
城
」
３
９
０
冊
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
市
島
春
城
（
本
名
・
謙
吉
）
は
、
阿
賀
野

市
出
身
で
、
政
治
家
、
随
筆
家
と
し
て
活
躍
。

早
稲
田
大
学
創
設
に
も
尽
力
し
、
初
代
早

稲
田
大
学
図
書
館
長
を
務
め
ま
し
た
。

　
笹
神
中
学
校
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
」
の
一
環
と
し

て
、
五
頭
山
の
登
山
道
に
山
頂
や
分
岐

点
の
目
印
と
な
る
標
柱
を
立
て
る
活
動

が
、
5
月
14
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
生
徒
は
、
高
さ
約
2
ｍ
、
直
径
約
15
㎝
、

重
さ
約
20
㎏
の
標
柱
を
3
～
4
人
で
持

ち
な
が
ら
五
頭
山
を
登
り
、
扇
山
分
岐
・

五
ノ
峰
分
岐
・
三
ノ
峰
山
頂
の
3
か
所

に
標
柱
を
立
て
ま
し
た
。

　
扇
山
分
岐
に
標
柱
を
立
て
た
3
年
生

の
山
岸
琉

り
ゅ
う
せ
い聖
さ
ん
は
「
五
頭
山
を
登
る
人

の
道
し
る
べ
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と

汗
を
拭
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
２
０
１
６

登
山
者
の
道
し
る
べ
に

新
緑
の
五
頭
連
峰
を
満
喫

五
頭
連
峰
山
開
き

　
5
月
3
日
、「
五
頭
連
峰
山
開
き
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

五
頭
の
「
5
」
と
山
の
「
3
」
に
ち
な
み

毎
年
5
月
3
日
に
開
催
さ
れ
、
今
年
で
58

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
約

３
３
０
０
人
の
登
山
者
が
新
緑
の
五
頭
連

峰
を
満
喫
し
ま
し
た
。
旦あ

さ

飯い
い

野の

神
社
が
無

料
で
配
布
し
た
「
ご
ず
っ
ち
ょ
守
」（
お

守
り
）は
人
気
を
呼
び
、さ
っ
そ
く
リ
ュ
ッ

ク
に
付
け
て
登
る
人
も
大
勢
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
土
井
莉
緒
さ
ん
（
8
歳
）
は

「
疲
れ
た
け
ど
、
頂
上
ま
で
登
れ
て
う
れ

し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

阿賀野川に放流・赤坂小学校

　
4
月
21
日
、
消
防
本
部
で
、
3
月
19
日

深
夜
に
中
央
町
1
で
発
生
し
た
火
災
の

際
、
住
民
の
避
難
誘
導
や
初
期
消
火
に
よ

り
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
た
と
し
て
、

田
中
晴
彦
さ
ん
（
中
央
町
1
）
に
対
し
消

防
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
中
さ
ん
は
、
車
で
走
行
中
に
家
屋

内
で
燃
え
る
炎
を
発
見
。
消
防
署
に
通

報
す
る
と
と
も
に
、
隣
家
に
火
災
を
知

ら
せ
、
付
近
の
人
た
ち
と
消
火
栓
を
使

用
し
て
初
期
消
火
を
行
い
ま
し
た
。

　「
す
さ
ま
じ
い
熱
さ
だ
っ
た
が
、
無
我

夢
中
で
放
水
し
た
。
大
火
災
に
な
ら
ず

に
良
か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

消
火
活
動
に
対
し
感
謝
状
を
贈
呈

大
火
災
を
未
然
に
防
止
！

　
音
田
浩
さ
ん
（
上
蔵
野
）
が
、
平
成

28
年
春
の
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
（
更
生

保
護
功
労
）
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
音
田
さ
ん
は
、
平
成
元
年
10
月
に
保
護
司

と
し
て
法
務
大
臣
が
委
嘱
。
新
発
田
阿
賀
北

地
区
保
護
司
会
会
長
や
新
潟
県
保
護
司
会

連
合
会
理
事
の
要
職
を
務
め
、
現
在
も
更

生
保
護
の
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
保
護
司
は
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の

立
ち
直
り
を
地
域
で
支
え
る
民
間
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
阿
賀
野
市
で
は
17
人

が
委
嘱
。
社
会
復
帰
を
果
た
し
た
と
き
、

ス
ム
ー
ズ
に
社
会
生
活
が
営
め
る
よ
う

に
手
助
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

長
年
の
功
績
・
功
労
に

音
田
浩
さ
ん�

瑞
宝
双
光
章
受
章

左から、小泉会長、中村副会長、旗野副会長、
岩村教育長

20 歳の健康プレゼント事業

　
5
月
3
日
・
4
日
（
4
日
は
阿
賀

野
市
成
人
式
と
同
時
開
催
）、
水
原
総

合
体
育
館
で
「
20
歳
の
健
康
プ
レ
ゼ

ン
ト
事
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
20
歳
を
迎
え
る
成

人
に
健
診
の
機
会
を
提
供
し
、
自
身

の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
で
、

将
来
的
な
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防

に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
両
日
で
１
５
１
人
が
来
場
。
健
診
結

果
は
受
診
者
に
送
付
さ
れ
る
ほ
か
、
今

回
と
中
学
2
年
生
時
の
結
果
を
新
潟

大
学
に
提
供
し
て
共
同
研
究
を
実
施
。

そ
の
成
果
を
市
の
保
健
事
業
に
反
映

し
て
医
療
費
の
削
減
を
目
指
し
ま
す
。

晴れの日を機に健康状態を把握 空
も
心
も
晴
れ
や
か
に

国
道
49
号
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
!!

　
4
月
24
日
、
市
内
で
活
動
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
富ふ

栄え
い

人じ
ん

」
が
「
国
道

49
号
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
!!
」
を
開
催
。
会

員
や
一
般
参
加
者
の
ほ
か
、
昨
年
に
引
き

続
き
阿
賀
野
市
役
所
の
ご
み
拾
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
上
黒
瀬
か
ら
小
松
ま
で
の
国
道
49
号
沿
線

約
19
㎞
を
10
班
に
分
か
れ
、
約
2
時
間
か
け

て
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天

に
恵
ま
れ
、
清
掃
後
の
参
加
者
は
い
ず
れ
も

晴
れ
や
か
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
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ごずっちょのお出掛け情報や

近況をお知らせします

ごずっちょ通信

● 

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
た
め
に
な
る

講
演
会
の
情
報
な
ど
が
あ
る
の

で
、
お
知
ら
せ
版
は
必
ず
読
ん
で

い
ま
す
。　
　
　

 

（
10
代
・
男
性
）

☆ 

3
月
か
ら
は
、
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
す
る
催
し
も
行
っ
て
い

ま
す
。
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

を
持
っ
て
出
掛
け
て
み
て
は
？

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ご
ず
っ
ち
ょ
が
間
違
い
探
し
に
紛

れ
込
ん
で
い
て
か
わ
い
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
9
歳
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

食
事
っ
て
大
切
な
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。　
　
　

 

（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

水
森
か
お
り
さ
ん
の「
越
後
水
原
」

を
聴
い
て
、
あ
ら
た
め
て
水
原
の

良
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

4
コ
マ
漫
画
が
と
て
も
お
も
し
ろ

か
っ
た
で
す
。　

 

（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

毎
月
家
族
み
ん
な
で
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。　
　

 

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ふ
る
さ
と
探
訪
で
知
ら
な
い
所
を

い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
も
ら
え
て
う

れ
し
い
で
す
。　

 

（
80
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

毎
回
、
わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
に

何
の
料
理
が
紹
介
さ
れ
る
の
か
楽

し
み
で
す
。　
　

 

（
40
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

★ 今年も五頭山五ノ峰山頂に
　　　　　　　　行ってきたっちょ
　5月 3日に開催された「五頭連峰山開き」の
安全祈願祭に参加してきたっちょ。今年もいい
天気で最高の登山日和だったけど、山頂では風
が強くて飛ばされそうになったっちょ。
　他に参加したイベントは「万代アースフェス
タ 2016」と新潟伊勢丹で行われた「NIIGATA
越
え っ ぴ ん

品」の第 2弾だよ。会いに来てくれたお客さ
んや他のキャラクターと一緒に写真を撮ること
ができて、すごく楽しかったっちょ。
　6 月は「2016 やすだ瓦ロードフェスティバ
ル」や新発田市で開催される「食 kingAgakita
＋ 2016」、山形県寒河江市で開催される「チェ
リンとあそぼう！ 2016」に参加して、阿賀野
市をどんどん PRしてくるっちょ。

● 

食
事
に
つ
い
て
の
内
容
を
読
ん

で
、
自
分
自
身
の
食
生
活
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
20
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

間
違
い
探
し
は
目
と
脳
を
使
う
の

で
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

水
森
か
お
り
さ
ん
の「
越
後
水
原
」

が
テ
レ
ビ
で
全
国
放
送
さ
れ
、
大

変
う
れ
し
く
感
激
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

広
報
を
読
む
の
は
と
て
も
楽
し

く
、
特
に
お
知
ら
せ
版
は
市
内
の

こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
80
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

「
食
事
か
ら
健
康
を
考
え
る
」
の

記
事
を
興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
男
性
）

☆
6
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す
。
健
康

は
日
々
の
食
事
の
積
み
重
ね
。
こ

の
機
会
に
食
育
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？
（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ご
は
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
に
困
る
と
、

わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
（
ク
ッ
ク

パ
ッ
ド
）
を
参
考
に
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。 

（
30
代
・
女
性
）

☆ 

阿
賀
野
市
公
式
キ
ッ
チ
ン
の
ア
ク

セ
ス
数
が
、
も
う
す
ぐ
30
万
件
に

な
り
ま
す
。
特
に
学
校
給
食
レ
シ

ピ
が
人
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

№48
ごずっちょの情報は、Facebook や市ホームページで

も見れるっちょ。

【問い合わせ】

市民協働推進課�市民協働推進係　☎ 62-2510

ごずっちょ 検索

シ
リ
ー
ズ

　
　
阿
賀
野
市
の
伝
説

「
だ
し
の
風
に
ま
つ
わ
る
話
」

　「
安
田
だ
し
」
は
毎
年
春
か
ら
夏
に

か
け
て
、
阿
賀
野
川
に
沿
っ
て
吹
き

抜
け
る
局
地
的
強
風
の
通
称
で
す
。

　
太
平
洋
の
湿
気
を
含
ん
だ
南
東
の

風
が
、
関
東
地
方
に
雨
を
降
ら
せ
、

水
分
の
抜
け
た
暖
か
い
風
と
な
っ
て

越
後
山
脈
を
越
え
、
低
地
の
阿
賀
野

川
に
沿
っ
て
吹
い
て
き
ま
す
。

　
日
本
の
局
地
風
は
地
形
や
風
向
な

ど
の
違
い
か
ら
、
お
ろ
し
・
だ
し
・

や
ま
せ
な
ど
の
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ

ま
す
。
安
田
だ
し
は
、
お
ろ
し
と
だ

し
の
両
方
の
性
格
を
持
っ
た
風
で
、

安
田
地
区
で
は
「
福
永
お
ろ
し
」
と

呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
だ
し
の
風
に
関
す
る
俗
信

　「
だ
し
の
風
は
大
山
（
五
頭
山
）

の
麓
辺
り
に
底
な
し
の
風
穴
が
あ
っ

て
、
そ
こ
か
ら
吹
い
て
く
る
」。
昔
、

そ
う
信
じ
て
い
た
人
も
い
ま
し
た
。

　
阿
賀
野
川
河
畔
の
小
浮
・
老お

い

島じ

ま

の

一
角
に
「
米
山
冢つ

か

（
米
山
薬や

く

師し

塚づ

か

の

意
）」
と
彫
ら
れ
た
自
然
石
の
石
塔

が
あ
り
ま
す
。
言
い
伝
え
で
は
無
病

息
災
の
ほ
か
、
だ
し
の
風
が
何
日
も

続
く
と
、
こ
の
石
に
早
く
収
ま
る
よ

う
に
願
掛
け
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

■
だ
し
の
風
に
関
す
る
観
天
望
気

　
古
く
は
、
空
の
様
子
を
観
察
し
て

経
験
的
に
天
気
を
予
測
す
る
「
観
天

望
気
」
が
一
般
的
で
し
た
。
こ
れ
が

こ
と
わ
ざ
の
よ
う
に
伝
承
さ
れ
て
い

ま
す
。

① 

だ
し
が
吹
く
前
に
は
五
頭
山
（
阿

賀
野
市
）
と
阿
賀
野
川
対
岸
の

三
五
郎
山
（
五
泉
市
）
の
頂
に
風

霧
が
立
つ
。

② 

2
つ
の
山
の
霧
が
同
じ
方
向
に
流

れ
る
と
き
は
弱
い
風
で
、
す
ぐ
に

止
む
。

③ 

2
つ
の
山
の
霧
が
別
の
方
向
に
分

か
れ
て
流
れ
る
と
き
は
大
風
に
な

る
。

④ 

2
つ
の
山
の
霧
が
ち
ぎ
れ
て
飛
ぶ

と
き
は
バ
カ
風
（
最
大
級
の
風
）

が
吹
く
。

⑤ 

霧
が
上
下
に
分
か
れ
て
降
り
て
く

る
と
き
は
七
日
だ
し
で
、
1
週
間

か
10
日
ぐ
ら
い
吹
く
。こ
れ
を「
ヒ

カ
タ
」
と
も
い
う
。

⑥ 

風
霧
が
頭
の
上
で
ち
ぎ
れ
て
飛
ん

で
い
た
ら
、
返
し
風
が
来
る
ま
で

止
ま
な
い
。

■
防
風
の
工
夫

　
だ
し
の
風
は
、
農
作
物
に
影
響
を

与
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
し
ば
し
ば

大
火
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
も
な
っ

た
た
め
、
人
々
は
集
落
の
風
上
に
防

風
林
を
設
け
た
り
、
耕
地
の
境
界
や

家
の
周
り
に
樹
木
を
植
え
込
ん
だ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
で
強
風
や
火
災

に
備
え
ま
し
た
。

　
長
い
間
、
そ
の
土
地
特
有
の
風
物

詩
と
な
っ
て
い
た
こ
う
し
た
景
観

も
、
農
業
の
近
代
化
や
耕
地
整
理
、

交
通
網
の
整
備
、
都
市
化
な
ど
に

よ
っ
て
次
第
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。

《
参
考
文
献
》
安
田
町
史
・
安
田
だ

し
に
つ
い
て
ほ
か

米山薬師塚（小浮）

風よけのため耕地の脇に植えられた樹木（六野瀬）

P.N そうたさん

かわいいイラストや
すてきなコメントを
ありがとう！

これからもどんどん
送ってください。
楽しみに

待ってま～す♪

だしの風が吹き抜ける阿賀野川沿い
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【材料】（4人分）

か ぼ ち ゃ …………………………280g

　 白すりごま…………………大さじ2

　 しょうゆ……………………小さじ2

　 みりん……………………大さじ 1/2

　 砂糖………………………大さじ 1/2

★ 5月号の正解は次のとおりです。★ ☆ 応 募 の 方 法 な ど ☆

★ 5月号の当選者
・P.N�775&107のばあちゃんさん　・小林心奈さん
・P.N 石川美枝さん　�・P.N 瑛斗のばばちゃんさん
・P.N ひろのひよこさん　・片山由奈さん
・坂爪真也さん　・畑山暖佳さん
・�徳永照美さん　・中島正子さん

《応募総数 33 通　33 通正解》
ありがとうございました。

　上の 2つの写真で、5か所だけ違うところがあり

ます。クイズの答えと広報紙への感想や意見を書い

て、郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を記入

し、はがきか電子メール、ＦＡＸで 6月 15 日（水）

必着で応募ください。ペンネームや匿名での掲載を

希望する人は、その旨をお書きください（氏名も必

ず書いてください）。正解者の中から抽選で 10 人に

ごずっちょグッズをプレゼントします。

送付先：〒 959-2092　阿賀野市役所�広報広聴係

電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp

ＦＡＸ：62-0281

　

 

広
報
あ
が
の 

行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2クイズの答え
切り抜いて貼り付けると

簡単です。ホームページ

にも応募用紙があります。

郵便番号・住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などをお書
きください。

　電子メールでの応募が多くなってきました。市ホー

ムページから画像をダウンロードしてお絵かきソフト

で○を書いて、電子メールで応募すると簡単です。

紙面

　10 ページで紹介した平成 28 年度阿賀野市成人式の様子です。午前中に降っていた雨が上がり、午後からは爽や
かな青空が新成人の門出を祝福しているかのようでした。ごずっちょもお祝いに駆け付け、新成人は記念写真を撮
影していました。　※左側が実際の写真です。

★今月のプレゼント★

わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪

かぼちゃのごまあえ

【作り方】

①�かぼちゃを薄めのイチョウ切り

にし、ゆでてざるにあげる。

② �A を混ぜておき、①とあえる。

※�かぼちゃは固めにゆでて余熱で

火を通し、ほくほくに仕上げて

ください。

クックパッド　阿賀野市 検索

ごずっちょシール＆
ごずっちょお守り

先月紹介した「かぼちゃと卵のココット」は好評でした。まだ作って

いない人は、「かぼちゃのごまあえ」と併せて作ってみてはいかがですか。

A

災
害
対
策
と
救
急
体
制
の
確
立

　
4
月
中
旬
、
熊
本
県
な
ど
を
襲
う

大
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
4
月
14

日
に
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6
・
5
、
4

月
16
日
に
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・

3
、
い
ず
れ
も
震
度
7
と
い
う
大
き

な
揺
れ
が
2
回
発
生
し
、
熊
本
県
や

大
分
県
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
5
年

が
経
過
し
た
と
は
い
え
復
興
半
ば
の

今
、
新
た
な
大
地
震
が
発

生
し
た
こ
と
で
、
あ
ら
た
め

て
私
た
ち
が
地
震
列
島
に

暮
ら
し
て
い
る
こ
と
を
認

識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
市
と

し
て
も
、
住
宅
被
害
認
定

調
査
の
支
援
と
し
て
、
職

員
を
熊
本
県
へ
派
遣
し
ま

し
た
。
ま
た
、
市
民
の
皆

さ
ま
を
は
じ
め
、
成
人
式

の
会
場
や
小
中
学
校
な
ど

で
義
援
金
の
募
金
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
熊
本
地
震
の
テ
レ
ビ
報
道
で
目

に
留
ま
っ
た
の
が
、
被
災
し
た
病
院

か
ら
患
者
を
搬
送
す
る
救
急
車
の

活
躍
で
す
。
阿
賀
野
市
で
も
、
日
々
、

救
急
車
が
患
者
を
搬
送
し
活
動
し

て
い
ま
す
が
、
救
急
車
が
来
て
も
、

し
ば
ら
く
家
の
前
に
停
車
し
、「
な

ぜ
、
す
ぐ
に
病
院
に
向
か
わ
な
い

の
」
と
い
う
お
話
を
伺
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
現
場
に
到
着
し
て
か
ら
の

救
急
隊
の
活
動
と
し
て
は
、
救
急
車

を
呼
ん
だ
経
緯
や
病
歴
を
聴
き
取

る
と
と
も
に
、
傷
病
者
の
容
態
を
観

察
し
、
気
道
確
保
・
点
滴
・
除
細
動
・

止
血
・
酸
素
投
与
な
ど
の
応
急
処
置
、

救
急
救
命
士
に
よ
る
必
要
な
処
置

な
ど
を
行
い
ま
す
。
傷
病
者
の
情
報

を
病
院
へ
連
絡
す
る
こ
と
に
よ
り
、

医
師
の
判
断
材
料
と
な
り
、
病
院
に

着
い
て
か
ら
の
迅
速
で
円
滑
な
治

療
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
処
置
や
病
院
へ
の
連
絡

な
ど
で
一
定
の
時
間
を
要

す
る
こ
と
に
な
り
、「
な

か
な
か
出
発
し
な
い
」
と

思
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
あ
が
の
市
民
病
院
の
救

急
車
受
入
の
状
況
は
、
昨

年
10
月
の
新
築
開
院
以

降
、
医
師
の
努
力
に
よ
り
、

受
け
入
れ
率
が
伸
び
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
救
急
車

の
受
け
入
れ
状
況
や
救
急

救
命
士
の
仕
事
・
現
場
で

の
活
動
、
ど
ん
な
と
こ
ろ

に
時
間
を
要
し
て
い
る
か
な
ど
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日

広
報
紙
な
ど
を
通
じ
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
示
し

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
災
害
時
や
緊
急
時
に
市

民
の
皆
さ
ま
の
「
命
」
を
し
っ
か
り

と
守
れ
る
よ
う
、
防
災
と
救
急
の
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

田
中
清
善

● 

今
月
は 

中な
か

島じ
ま

六ろ
く 

で
す 

●

市
内
で
唯
一
の
一
方
通
行
が
あ
る
地
域

　
中
島
六
は
、
市
役
所
か
ら
国
道
49
号

を
安
田
方
面
に
向
っ
た
先
の
俗
称
・
複

雑
五
本
口
か
ら
、
阿
賀
野
高
校
と
同
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
間
の
一
方
通
行
区
間
が
あ

る
市
道
を
約
５
０
０
ｍ
進
ん
だ
先
ま
で

の
沿
線
を
中
心
に
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
中
島
・
下
条
・
下
金
田
な
ど

の
大
字
が
入
り
組
ん
だ
地
域
で
し
た

が
、
昭
和
46
年
に
住
居
表
示
を
実
施
。

水
原
高
校
・
水
原
中
学
校
・
水
原
小
学

校
に
囲
ま
れ
た
地
域
と
し
て
町
名
が「
学

校
町
」
に
統
一
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
郵
便
物
の
誤
配
等
は
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
神
社
の
氏
子
は
大
字
の
ま
ま

で
、
1
つ
の
自
治
会
で
大
山
祗
神
社
（
中

島
）
と
菅
原
神
社
（
下
条
）
の
2
つ
の
祭

礼
に
参
加
し
て
い
る
世
帯
が
あ
り
ま
す
。

集
会
所
完
成
を
契
機
に
活
動
が
活
発
化

　「
中
島
六
集
会
所
」
は
、
水
原
町
の
補

助
金
制
度
創
設
を
き
っ
か
け
に
新
築
を

決
定
。
早
期
に
利
用
し
た
い
と
の
願
望

が
強
か
っ
た
た
め
、
銀
行
か
ら
借
り
入

れ
を
し
て
平
成
5
年
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　
集
会
所
の
完
成
を
契
機
に
活
動
が
活

発
化
し
、
水
原
町
の
各
種
事
業
に
積
極

第 3回健康長寿を祝う会（平成 27 年 11 月）

南

西

北

東

中島六

的
に
参
加
。
野
球
大
会
や
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
、
町
民
運
動
会
、
ザ
・
灯

籠
来
舞
な
ど
で
優
勝
経
験
が
あ
り
ま
す
。

多
彩
な
行
事
で
相
互
の
絆
を
深
め

　
8
月
20
日
、
大
山
祗
神
社
祭
礼
の
宵

宮
に
実
施
す
る
「
夜
店
」。
毎
年
多
く
の

家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
、
大
人
は
お
酒

や
お
つ
ま
み
を
片
手
に
、
子
ど
も
は
ゲ
ー

ム
を
行
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　「
中
島
六
旅
行
会
」
は
、
有
志
が
親
睦

を
深
め
る
た
め
約
50
年
前
に
結
成
。
1

泊
2
日
の
旅
行
を
33
年
続
け
た
後
に
発

展
的
に
解
散
。
現
在
は
補
助
金
を
支
出

し
て
誰
で
も
参
加
で
き
る
行
事
と
し
、

毎
年
日
帰
り
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
市
の
敬
老
会
に
参
加
で
き
な
い
人
が

い
る
こ
と
か
ら
始
め
た
「
健
康
長
寿
を

祝
う
会
」。
4
回
目
と
な
る
今
年
も
健
康

に
関
す
る
講
話
を
聴
い
た
後
に
懇
親
会

開
催
を
計
画
中
。
手
作
り
の
笹
だ
ん
ご

を
味
わ
う
た
め
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
始
め
た
「
ふ
れ
あ
い
展
覧

会
」。
県
展
入
選
者
を
複
数
輩
出
し
た
地

域
で
あ
り
、
16
人
が
約
１
０
０
点
を
出
品
。

約
80
人
が
観
覧
し
、
好
評
を
博
し
た
こ

と
か
ら
、
今
年
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
他
、
一
緒
に
元
旦
を
祝
う
「
新
年

会
」
や
年
男
・
年
女
が
お
菓
子
等
を
ま
く

「
福
ま
き
大
会
」
な
ど
行
事
が
多
彩
で
す
。

　
さ
ら
に
、
性
別
や
年
代
別
に
会
や
部

が
あ
り
、
定
期
的
に
集
ま
っ
た
り
、
行
事

の
企
画
運
営
を
担
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
中
島
六
で
は
、
こ
れ
ら
の
会
や
部
の

自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
協
力
を
得
な

が
ら
、
各
種
行
事
を
通
し
て
地
道
に
相

互
の
絆
を
深
め
、
よ
り
「
親
睦
の
密
度
が

濃
い
自
治
会
」
を
目
指
し
て
、
今
後
も
活

動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
取
材
協
力
＝
加
藤
宗
男
さ
ん
ほ
か
6
人
）

■世帯数 118
■人　口 337

（5 月 1 日現在）

市役所から市営バス分田線、
千唐仁線で 3分～ 11分（スイ
ミングスクール前下車）。
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作 . 齋藤�紀子

　
市
内
見
て
歩
記
の
コ
ー
ナ
ー
等
で
紹
介
し
き

れ
な
か
っ
た
写
真
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　「あんりちゃん」は いもうとの「りのちゃん」と とってもな

かよしで、いっしょに おままごとをやったり、おうちのなかを 

はしりまわったりするの！ さいきんは りのちゃんに いろんな 

ことばを おしえてあげているんだ。いっしょに たくさん おは

なしを できるようになるのが たのしみだよ♪

伊東 杏
あ ん

璃
り

ちゃん（3歳 4か月）／北本町（パパ孝幸さん・ママ沙織さん）

【人の動き】� 人口 44,006 人（－ 31）� 男 21,303 人（－ 2）� 女�22,703 人（－ 29）� 世帯数�14,287（－ 3)

平成 28 年 5 月 1 日現在（　）は前月比　・出生 19 人・死亡 58 人・転入 95 人・転出 87 人

　5月 6日、瓢湖あやめ園に一輪だけアヤメ

が咲いていました。6月 19 日には、瓢湖あや

めまつりのメーンイベントを開催。今年は歌

手・水森かおりさんのミニコンサートも行わ

れます。詳しくは、12ページをご覧ください。

　僕の名前は「コマ」。5 歳

だよ。東日本大震災の後、

さまよっていたところを保

護されたんだ。

　飼い主さんとは福島県の

保護センターで出会ったん

だ。今は、飼い主さんと一緒

に、幸せに暮らしているよ。

五十嵐渉さん（北本町）宅の「コマ」くん

　５月 11 日、スワンレイクビール（金屋）が、

昨年 6月に笹神地区で収穫された小麦を原料

に使ったビールを発売しました。セゾン酵母

を使い、ドライでフルーティーな潤う清涼感

から「アガノセゾン」と名付けられました。

麗
り

乃
の

ちゃん（1 歳 9 か月）


